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はじめに 


このたびは、本製品をお買い巧めいただき、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の 
冊モ『安むしてお使いいただくために』に記載されてい 
よ^ 〇 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元 
に大切に保管してください。 


^ 化ずお読み<だをい。 



本書は、：欠の決まりに従って書かれています。 


KI 記号の意味 


A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷書（*1)を負ラことび想定 
されるか、または物的損喜（*2)の発生び想定されること"を 
术しよ9 〇 




データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

おたすけナビ、でさる dynabook への参照の場合…《》 
おたすけナビにはさまざまな情報び記載されています。 


*1 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが•やけど-感電などをさします。 
*2 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします 
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B 用語について 


本書では、巧のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ™ Home Premium または Windows Vista ™ Home Basic を示します。 

MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2007または Microsoft ® IME を示します。 

おたすけナビ 

パソコン上で見ることのできる、電モマニュアルをおします。 

デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について『いろいろな機能を使おう1章 □ CD や DVD を使う』 


Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007びプレインス I -- ルされているモデルを示します。 


OneNote 搭載モデル 

Microsoft ® Office OneNote ® 2007びプレインストールされているモデルを示します。 


PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007びプレインストールされているモデルを示します。 

Premium モデル 

Windows Vista ™ Home Premium び搭載されているモデルを示します。 

Basic モデル 

Windows Vista ™ Home Basic び搭載されているモデルを示します。 
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記載について 

•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U — ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

•インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは付属の CD / DVD からイン 
ストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•[コント□-ルパネル]画面には「コント□-ルパネルホーム」と「クラシック表示」の2 
種類びあり、本書では、「コント□ールパネルホーム」に設定していることを前提に説明し 
ています。「クラシック表示」になっている場合は、[コント□-ルパネルホーム]をクリツ 
クしてください。 


• 本劃こ記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
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E|T rademarks 

• Microsoft 、 Windows、Wi 


Windows Media、Windows Vista 、 OneNote 、 Outlook 、 


Excel 、 PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル巳 ore 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標または登録商標です。 

• CyberSupport は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

• CyberSupport 、 おたすけナビは、株式会社ジャストシステムの著作物であり、 

CyberS 叩 port にかかる著作権、その他の権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利ち 
に帰属します。 

•おたすけナビは、株式会社東芝の商標です。 

• McAfee 、 VimsScan およびマカフィーは米国法人 M 巳 Afee , Inc . またはその関係会社の登 
録商標です。 

• 吕00スティックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

•「でさる」は、株式会社インプレスの登録商標です。 

•「アイフィルター」は、デジタルアーツ株式会社の商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 


取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 


インテル Centrino Duo モパイル • テクノ□ジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino Duo モバイル.テクノロ 
ジー搭載と呼びます。 


• インテル Core 2 Duo プロセッサー 

• モバイルインテル94已 Express チップセット-フアミ U — 

•インテル PRO/Wireless 394已 ABG ネツトワーク-コネクション-フアミ U - 
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■ a プ□七ッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ ( CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能〕ンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フィート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた巧態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 
* インテル Core 2 Duo プ□セッサーを搭載したモデルのみ 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に己4ビットで動作します。 

•巨4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
• 己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 巨4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•巨4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデノ（イスドライバおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインストールされています。 

この他の使用制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC あんしんサポート01 20-97-1 04別こお問い合わせください。 
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MM 着作権について 


音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちお 
よび著作権をの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行 
ラと、 r 著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損喜賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむ 
びけてください。 


■ I 画リリース情巧について 


ruu —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情制 
をク1」ツクする 


sa 巧い終わったとま 

パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る ri 章0使い終わりと使いはじめ」 
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• 本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からイン 
ス I ルしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows Vista Home Basic 搭載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium に 
搭載の一部の機能 （Windows Aero インタフエース、フ U ップ 3 D など）はご利用になれま 
せん。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順 LU 外の方法で、パーティ 

ションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 
• 内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用するじ(外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除でさなくなった場合は、使用している機種 
(型衝を確認後、保守サービスに連絡してください。有償に口（スワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ I 」ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウエアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、 r 東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくよラお願いしております。本体 
付属の『お客様登録カード』または弊社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 巨章 n お客様登録の手続き」 

m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、内容を確認し、[続行]ま 
たは[許可]ボタンをク U ックしてください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理をアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
し、。 
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■ パソコンの巧促 

—セットアップー 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップ、電源の 
切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてか5実際に使い始め 
るまでの準備と、他のマニュアルについて説明しています。 

1使う前に確認する . 12 

2最適な場所で使う . 13 

3 Windows を使えるようにする 

—Windows セットアップ- . 14 

4使い終わりと使いはじめ . 31 

使いかたをパソコンの画面で見る 

-画面で見るマニュアルー . 38 













■箱の中身の確認 

『dynabook SS MX シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品びそろっているか、確認 
してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、東芝 PC あんしんサ 
ポートに問い合わせてください。 

ま忌 PC あんしんヴポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜に問い合わせてください。 

記載位置について『いろいろな機能を使お51章 D 各部の名称』 

D ちれずに巧つてください 

■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するミ主意事項』を読んでください。 

■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中 
瓶証期間については保証書を確認してください）は東芝の無 
償（無料）保守サービスび受け日れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管し 
てください。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使巧するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) によ 
り、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-確認事項の範囲内で 
修理 サービスを 利用でさます。 

利用方法、保証の詳細については『海外保証（制限付）のご案内』の記載内容および保証書に 
記載の無料修理規定を読んで、確認してください。 



■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （0 S ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意され 
ています。この Windows にそれぞれ割り当てられている管理番号を 「Product Key 」 といい 
ます。 

Product Key はパソコン本体に張日れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か日の保守サービスび受け日れなくなります。 




ほ3巧に確認ずる 


箱を開けた6まずはこれか6 


パソ n ンの準備—セットアップ— 









mm パソコンに最適な環境とは 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 



なの点にを意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やケガにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなど 
もパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ日くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置さましよラ。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



2 I 最ぉな場所でほミ 



パソ n ンの準備— セットアップ— 


13 







3 


ウインドウズ 


Windows をほえるよ3にずる 

—Windows セットアップー 


パソ n ンの準備—セットアップ— 






凸 Windows を使えるようにする —Windows セッ ト アップー 


セットアップをするときのを意 - 

■ 周辺機器は接続しないでください 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しない 
で < ださい。 

■ 途中で電源を切6ないで<ださい 

•セットアップの途中で電源スイッチを巧したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

3□分!;!上タッチパッドやキーボードを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えなく 
なる場合びありますび、故障ではありません。 

もラ]度表示するには、 I5W な]キーを巧すか、タッチパッドをさわってください。 


D 電源コードと AC アダプタを接続する 

なの図の①^②一③の順で行ってください。 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


5 






































凸 Windows を使えるようにする -Windows セッ ト アップ — 


接続すると 


DC IN *1 LED び青色に点灯します。また、 
U への充電び自動的に始まります。 


Battery □に D びオレンジ色に点灯し、バッテ 



電源を入れる 


ggiBi] 


本体液晶ディスプレイを開けるとさは 


本体液晶ディスプレイを開き過ざるとヒンジ（手順0参照）に力びかかり、破損や故障の原因 
となります。ヒンジに無理な力び加わらないよラ開閉ち度にミ主意してご使用ください。 
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パソコンのディスプレイを開ける 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
(画面）部分には軸れないよラにしてください。 



ディスプレイ開閉ラッチ 


ディスプレイ開閉ラッチスライドし、片手でパームレスト（キーボード手前部分）を 
おさえた状態で、ゆっくり起こしてください。 


パソミの準備-セットアップ- 




























凸 Windows を使えるようにする —Windows セッ ト アップー 


電源スイッチを押す 

Power Cb LED び青色に点打するまでスイッチを巧してくださし、。 



〇 

〇 〇 

〇 

〇 

〇 

\ 

(1) a 

0 

□ 

叫))） 

) 


’電源スイッチ 


これでパソコンの準備は完了です。 

続いて Windows のセットアップに進みます。 

[ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しば日くお待ちください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


7 





















凸 Windows を使えるようにする - Windows セットアップ— 


Windows の七ットアップ 

パソコンび起動した日、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

個または地域]欄に旧本」と表示されていることを確認し、[次へ] 
をクリックする 

■ Premium モデルの場合 


、 — f 巧 Windows のかットアップ 


な 


Windows Vista' Home Premium 


国ミた(まななに)： IE 


時効ごが占のお式の；「日X蕾(日本） 


キーポードレイアウトの： plicrosoft IME 

TOSHIBA 


◎ 


Copyright © 2抑6 Microsoft Corpora 口 on. All rights reserved. 


へ脚 


I Basic モデルの場合 


し^巧 Windows のたリトアップ 


な 


Windows Vista' Home Basic 


国また(ま巧读(£): lE 


時効と法,占の巧すの：「日お §( 日本） 


キーポードレイアウトの：ド licrosoftIME 

TOSHIBA 




Copyright ® 2006 M に rosoft Corporation. All rights reserved. 


ク u ックとは 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「」（ポイ 
ンタ）び動さます。 

目的の位置にポインタを合わせたあと、左ボタンを 
回巧す操作を「クリック」といいます。 


タッチパッド 


] 回巧^ 


詳しい使いかた『いろいろな機能を使おう 
1章 Q - E ] タッチバッドで操作する』 



W [ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 
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パソミの準備-セットアップ- 


































凸 Windows を使えるようにする —Windows セッ ト アップー 


ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意します]の左 
にある因をクリックする 


ライセンスを頂に同意 


ライセンスを項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはできません。 

表示されている条項文の続きを表示するには、画面のち側にある r ボタンをクリッ 
クします。 


な 巧 Windows のたがトアップ 

ライ t ンスを巧をお養みになつてくださし、 


S VISTA 
S VBTA 


ソフトウ玉アライセンヌま巧 
HOME BASIC 
HOME PREMIUM 


ホライセンス爱巧は、わを!まと 

-ホソフトウ *7 を末デバイスと巧に：8頁巧するホデバイス裝送を.または 


-ホソフトウ *7 を木デバイスとなじ捕巧するホソフトウ正アのインストー 
ル業まとの契巧を巧巧します。 


^图ライ t ンスを巧に同宜します (A) J 


巧へ 【N} 


〇をク U ックすると臣]になります。 

[巧へ]ボタンをクリックする 

な 巧 Windows のたがトアップ 

ライ t ンスを巧をお窝みになつてください 


S VISTA 
S VBTA 


ソフトウ玉アライセンヌま巧 
HOME BASIC 
HOME PREMIUM 


ホラィセンス某巧は、わを!まと 

-ホソフトウ *7 を木デバイスと巧に:8頁巧寸るホデバイス裝這を.または 


-ホソフトウ *7 を木デバイスとなじ捕巧するホソフトウ X アのインストー 
ル業まとめ契巧を巧巧します。 


两ライ t ンスを巧に同宜します (A) 


MN} I) 


[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


9 























凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ — 


ユーザの 名前を入力ずる 


Windows Vista では、複数のユーヴび1台のパソコンを別々に使用することびでき 
占9 〇 

そのとさ、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴび使用するのかを識別する必要びあります。そのため 
に、複数のユーヴび使用する場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名前を登録し 
ます。 

なの手順で入力するユーヴ名は、管理ちユーヴを登録するためのちのです。どんな名 
前でも良いので、自分であることを識別できるような名前を入力してください。 
管理をユーヴとは、複数のユーヴでパソコンを使用する場合、全体を管理して他の 
ユーヴの使用制限を設定したりでさるユーヴです。 

ユーザの名前を入力する 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入 
力してください。「 I 」（カーソル）び表示されている位置から文字の入力びでさます。 
ここでは、管理者ユーヴの名前を入力します。 




f Windows の它ツトアダプ 


ーヴーると田み巧！巧 


ごのユーザーをと面化 主ユーザーアカウント を g します • ここで巧ぶするアカウントは、コン 
ピュータの居理香アカウントです. 


■ 


ユーヴーちを入力してください(巧： John)(U); 


このユーヴーアカウントで巧用する西夕[を谨巧してください； 


h 位^^!1!險 


巧への） 


文字の入力方法、入力に使ラキーの位置については、『アシストシート』に簡単な説 
明びありますので、参照してください。 

rdynabookj と入力するときは、キーボードで回囚回囚团回回因と巧し 

占9 〇 

■キーを押してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなびら表示され 
ていることを確認してください。「 I 」は力ーソルといい、表示されている位置か日 
文字などを入力でさます。表示されていないとさは、[ユーヴー]欄をク U ックして 
ください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


§ 




















凸 Windows を使えるようにする —Windows セットアップー 


■入力を間違えたときは 

入力を間違えたときは次の操作で文字を削除して、ちラ]度入力しましよラ。 


力ーソルの左側の文字を削除する . Backspace キー 


力ーソルのち側の文字を削除する . \Del I キー 

力ーソルを左ちに動かすには、 


キーまたは1—]キーを巧します。 


他のユーヴは、後で登録でさます。 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないよラにでさる、特定の 
文字列です。 

ここでは 、 Windows Vista を起動するときに入力しないと、起動できないようにす 
るためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と呼び 
ます。 

パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパス 
ワードとして設定したい文字を入力して<ださい。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定できますび、8文字 
じ(上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできま 
すび、セキユ U テイ上、設定することを強くお奨めします。 


お Windows の它ジトアップ 


ーヴーると西宙の这巧 


この ユーブー ちと西 丈ユーブーアカつント を定 しま T , ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの官理吾アカウントです. 


■ 

ユーヴーるを入力してください（巧； John ) 山)： 

dvnabook 

ノロつードを入力してください（巧資)の： 




このユーヴーアカウントで巧用する西«を迅巧してください； 




巧へ比!） 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできま 
せん。入力し間違えてち画面ではわからないので、気をつけて入力してください。 
Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをちう一度入力 
してください]といラ入力欄び表示されます。 


A スワードを入力する 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


2 

























凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ — 


パスワードをもう1度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順0で入力 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 


iCSi 巧 Windows の它ットアップ 


ユーヴーると田夕の退が 


ごのユ ーtf- をと面か 主ユーザーアカウント を g します • ここで巧ぶするアカウントは、コン 
ピユータの€理香アカウントです. 



ユーヴー名を入力してください（巧： John)(U); 
dynabMk 

ノなつードを入力してください（巧ま)出)： 


つードをちラー度入力してください旧)： 


このユーヴーアカウントで巧用する西冉 f を谨巧してください； 

おむ过颗險 


巧への） 


パスワードのヒントを入力する 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

必要な場合はパスワードのヒントを入力する 

それを読めば、自分だけはパスワードを思い出せるよラなヒントを入力してください。 


な巧 Windows のたジトアップ 


—ヴーると西化のちが 


ごのユーザーをと西 むーブーアカつント を g します ■ ここで作宙するアカウシトは> コン 
ピュータの芭理吾アカウントです. 


ユーヴー名を入力してください(切； John)(U): 
dynabook 

ノ a つードを入力してください（巧ま)脚： 


/〇つードをちラー度入力してください化)： 


パスフードのヒントを入力してください（着巧巧を) (hd); 


このューヴーアヵ。ントてこ石 


ife む.;^ U ! 險 


パスワードのヒントは入力を省略することちできます。 

その場合は、何ち入力しないで手順〇に進んでください。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


2 

2 






































I Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


ューザの画像を選択ずる 


どのユーヴであるのかを示すために、ユーヴ名の他に画像を登録することちできます。 

使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 


巧 Windows のたジトアップ 


ープーると西# 0)3 巧 


このユーブーをと西 丈 二ーブーアカつント ををしま T, ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの官理吾アカウントです. 


ユーヴーるを入力してください（巧； John) 山)： 
dynabook 

つードを乂力してください（巧奠)の： 


/なつードをちラー度入力してください (E): 


/口つードのヒントを入力して< ださい （S 巧巧お)(试： 


このユーヴーアカウントで巧用する西«を这巧してください： 

居 fe ' ぶ h が. 4 泣!險 


巧へ比!） 


[巧へ]ボタンをクリックする 


4^1巧 Windows のたがトアップ 


ーヴーをと西宙の适巧 


この ユーブーをと西 丈 こーブーアカつント ををしま T, ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの宫理吾アカウントです. 


ユーヴーるを入力して<ださい（巧； John) 山)： 
dynabook 

つードを乂力して<ださい（宙男)の： 


なつードをちラー度入力してください出)： 


つードのヒントを入力して< ださい角巧巧お)(试： 


子巧の巧の阵びる 

このユーヴーアカウントで巧用する西«を迅巧してください； 


fen が店吸險 


巧へ比!） 


[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示 
されます。 
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パソミの準備-セットアップ- 










































凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ — 


cpgg« 

I つンピ 
_ I です。 


夕の名前を入力ずる 


巧 


ュータに名前をつけるのは、使用するパソコンを他のパソコンと区別するため 
ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピュータの名前を入力する 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の 
文字列を入力してください。このとき、同じネットワークに接続するコンピュータと 
は別の名前にしてください。 


巧 Windows のかットアップ 

コンビュータちを入力して，デスクトップのち畳を通巧してください. 



ユ ki 己王二2るを入力してください（巧： Office - PC ) 任)； 
dynabook-PC 


デスクトップのち g を进巧してください（巧で、コント a - J レノ t みしでをま巧巧でず)： 

資鄉四で賢 I 


Windows の昔畳 


背景画像を選択ずる 


巧 


パソコンの画面（デスクトップといいます）の皆景を設定します。 

使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 

ク U ックすると、選択した画像び実際の背景に表示されます。 


時 Windows のたジトアジブ 

コンビュータ名を入力して、デスクトップの背夏を追巧してください. 


ユ kii 3 二 S るを入力して<だミい（巧：ぴ fice - PC ) 任)； 



デスクトジブの巧貴を巧巧して<ださい（なで，コン 


immm 


コント□-ルノ’ 

I 巧 

〇>_ 


Wm レでをま巧をです)； 

度夕 




巧への） 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 




V 








































凸 Windows を使えるようにする —Windows セットアップー 


巧[なべボタンをクリックする 


巧 Windows のたがトアップ 

コンビュータるを入力して.デスクトップの背實を迭巧してください. 



三之ピユニ5&を入力してください（巧： Office-PC) 江)； 


デスクトップの巧夏を进巧してください（巧で、コントレノ t みレでをち巧巧です)； 


Windows の昔置 


巧へ化） 



[ Windows を自動的に保護ずるよう設定してください]画面び表示されます。 


一夕の保護の設定をずる 


[推奨設定を使用します]をクリックする 


、^巧 Windows のたジトアヴプ 

Windows を目財のにをまするよラ設ミして<ださい 




巧愛設定を便用します ( R ) 

ききなま巧プ□クラムウ巧まのま巧プロクラムをインストールしたり、インターネジ h 
のな長をよ0安全にしたり、オンラインで巧置の柜巧呈を巧をしたりします. 


1^重吾な更巧プ□グラムのみインストールしますの 




Windows 用の它キユリテイのち巧プ□クラムおよびその也のま g な®ブ□クラムの 
みインストールします ■ 


をで巧設します {A) 

ii 巧されるまで.このコンピユータに t キユリテイの巧£ザまる巧ををザをります • 


r でな 巧ち巧を表 5, 一 I ミて 


巧受設定を巧用するとき.まにはま巧ブロクラムをインストールするときに、一却の宿巧ザ 
Mic の soft にをちされます，をちされたザ.お客待を巧を]しでウ、お客巧にま搭を巧ったり 
するたのに巧用されることはあ。ません. おイ J 【ろ—!こ巧するき苗をお語み< だ芦い 


[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


お 


V 






























凸 Windows を使えるようにする - Windows セットアップ— 


時刻と日付を確認ずる 


コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどラか、確認します。 

時刻と日付を確認する 

合っていない場合は、正しい内容に設定してください。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある 
▼ をク I 」ックして、表示された 
地名から r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ツクしてください。 



年-月の左ちにある < または 
► をク I 」ックすると、月ごとに 
順に表示び切り替わります。 

年-月を合わせてから、下の該当 
する曰をク I 」ックしてください。 

時刻表示のちにある E または 
[3 をク U ックすると、順に数字 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してか b 巨]またはをク I 」ッ 
クしてください。 


メモ 


本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、時刻と日付び合ってい 
ることを必ず確認してください。時刻と曰付び合っていないと、アプリケーションの設定後 
から適用される使用期限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セツトアップ終了後に設定することもできます。 


日付と時刻の設定 『 Windows ヘルプとヴポート』 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 





























凸 Windows を使えるようにする —Windows セツトアップー 


而 [次べボタンをクリックする 

4^1巧 Windows のたゴトアップ 
時巧と日けの設定の在西 
タイムゾーンロ） 

「(GMT+ 的; 00) 大巧，ん巧、 MS -] 


日付の； 時効の: 



[ありびとラございます]画面び表示されます。 

巧欄始]ボタンをクリックする 

4^1 巧 Windows のたかトアガプ 

© 

ありげとラございます 



Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフォーマンスを確認する画 
面び表示されます。 

画面下部に[しばらくお待ちください。]と表示されている間は、何ち操作しないで 
お待ちください。 

パフォーマンスの確認び終了すると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面 
び表示されます。 

手順0で入力したノ（スワードを入力し、居^キーを巧してください。 

Windows び起動し、[東芝 PC アプ U ケーシヨンインストーラ]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 







































凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ— 


アプリケーシヨンのインストール 

「 dynabook ランチヤー」のインストールを行います。 

n [ OK ] ボタンをクリックする 



しば日くすると、インス I -ールび完了したことを示すメッセージび表示されます。 

[完了]ボタンをクリックする 



パソコンの電源び切れ、しば日 < すると自動的に電源び入ります。 

Windows □グオンパスワードを入力する画面び表示されるので、手順0で入力し 
たパスワードを入力し 、 Enter | キーを巧してください。 

[よラこそ]画面び表示されます。 
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パソミの準備-セットアップ- 














































凸 Windows を使えるようにする — Windows セットアップー 


役立つ操作集 


「 dynabook ランチヤー」とは 

デスクトップ上に表示されている 「 dynabook ランチヤー」は、パソコンを使ううえで便利なホーム 
ページへのアクセスやアプ U ケーシヨンの起動び簡単に行えるアプ U ケーシヨンです。 


4 Launcher 


PC データの引 a は 
こち 5 か 5/ 


PC 引巧ナビ;•ふ 0 




だほ•みの 



f も巧巧占 9 S 




田 iS 見比べなげ 5 
I •ホび争べる 





お使いの PC の 
サボート ―« 





ごホ的は、 
こち5か 6-1 



* なたの PC ちプロげ j 
iIMM 巧してご K 明 



Web か 6 の 
申し込み 

r 



ドラッグアンドド□ップすると、表示位置を移動できます。 
ク U ックすると、 「 dynabook ランチヤー」を終了します。 

•ク U ックすると、「おたすけナビ」び起動し、 「 PC 弓越ナビ」 
のソフトウエア情報び表示されます。 

に章 n 前のバソコンのデータを移行する」 

ク U ックすると、「おたすけナビ」び起動します。 

「本章使いかたをパソコンの画面で見る」 


•ク U ックすると、「動画で学ぶ Word & ExceU び起動します。 
「本章使いかたをパソコンの画面で見る」 


•ク U ックすると、「できる dynabook 」 び起動します。 

「本章使いかたをパソコンの画面で見る」 

-ク U ックすると、「あなたの dynabook . com 」 の説明画面び 
表术されます。 

『いろいろな機能を使おう巨章 D - 巧] 

トラブル事例を見てみる』 

•ク U ックすると、東芝 PC 電話ヴポート予約サービスの説明 
画面び表示されます。 

『まち PC サポートのご案内』 

•ク U ックすると、遠隔支援サービスの説明画面び表示され 
よ9 〇 

『東芝 PC サポートのご案内』 

•ク U ックすると、修理のお申し込みの説明画面び表示され 
ます。 

『東芝 PC サポートのご案内』 


インターネット接続の設定び済んでいる場合は、「あなたの dynabook . com 」、 「まち PC 電話サポート 
予約サービス」、「遠隔支援サービス 」、 「PC i - repai 「サービス」の説明画面上でク U ックすると、該当 
のホームページへアクセスします。 

•「 dynabook ランチャー」を終了したあと、もう一度起動するには、なの手順で行います。 

①[スタート]ボタン （0) をク U ックし、表示されたメニューから[すべてのプログラム]一 
[ TOSHIBA ] -[ユーテイ U テイ]- [ dynabook ランチャー]をク U ックずる 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


5 



































































Windows を使えるようにする -Windows セットアップ - 


日付と時刻の巧認 


時刻は、画面ち下の[通ミ日領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインタを合 
わせると表示されます。正しく設定されているかどラか確認してください。 



正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 


I Windows Vista でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows Vista の使いかたについては、[スタート]ボタン（轉）一[ヘルプとサポート] 
をクリックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows Vista の最新情報やアップデートの情報は次のホームページから確認できます。 

• Windows Vista について 

URL : http :// www . microsoft . cofn / japan / winclowsvista / 

• Windows Vista のアップデート 

URL : http :// winclowsupclate . fnicrosoft . cofn / 

Windows の基本操作については、《できる dynabook ) をご覧ください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


が 














ほい終わりとほいはじめ 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したときの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U - プ」にしましよう。 

スリーフには、通常のス U —プの他に r 八イブ U ッドスリーフ」といラ機能ちあります。作業 
を中断している間にバッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保存され 
ていないデータは消失します。ハイブリッドス U —プを有効にすると、データび保持されます。 
ハイブリッドスリープ「本項 B スリープ機能を強化する」 


ス U —プの実行方法 

[スタート]ボタンをクリックずる 



[電源]ボタンをクリックずる 

I ► ずべてのブ□グラム 


■ |t ちま ® MfS P 




すばやくか業を再関できミ 


Power 6 LED び点灯中は、バッテリパックを取りはずさないでください。 




ス U —プにする 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


3 
























n 使い終わりと使いはじめ 


U ス U —プ機能を強化ずる 


Windows Vista には、通常のス U - プの他に「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意さ 



パ 

ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 

I 

セ 

ジ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


れています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保をさ 
れていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディスク 
か5作業内容を復元でさます。 

八イブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、八イブリッドスリー 
プとして機能します。 

またス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

mm 休止状態《おたすけナビ（検索）：休止状態》 


八イブリツドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 



[スタート]ボタン（ち^)一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 

[ Jll バッテリ設定の変到一選択している電源プランの[プラン設定 
の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの下に表示されています。選択している電源 
プランの下に表示されている[プラン設定の変更]をク I 」ックしてください。 



ハイブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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n 使い終わりと使いはじめ 


[詳細な電源設定の変更]をクリックする 

© G •を «呈涅ブフション ► プランを玉ま 




T*,ii 觀 


Pi 


巧のプラシの岂定のま至；バラシス 

お在いのコシピユータで巧吊ずるスリーブ扶 S とテイスプレイの設定を宙巧レてください， 


J 

バジテリ巧ち ] 

'ダ 

西に接污 

C ディスプレイの草 S を巧る； | 5巧 

-1 

|io 分 

，| 

% コンピユータをスリーブげちにする： |l 5 巧 

，J 

1。分 

’ll 

ディスプレイの》度を男星； •' 

-〇 - ク 

〇 - 

——。- 


註巧な巧設去のま S 店） 


このブランの E 左の岂定を復元する度） 


[ 5*の毎存 ][_ キ P ン巴ル!] 


[詳細設定]画面び表示されます。 

[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目から[八イブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする③ 


み君頂オプション 


I を 1 店 W 


註を田設定 [ 

ぶ 


カスタマイスするを运プランを進がしてからお使し、の 
コンピユータで笔おを营理する方をを技巧している設定 
を进巧してください， 


> 現なか用でき口い巧すのをを 


バランス[アクティブ] 


田動口の設定 

田ミミ音更力設ミ V 8.00.01 
旧ー ドディスク 
田つイサレスアダプタの設定 
[1 スリープ ) - 

田巧 Tn 田宙フ IJ —プする 


ス U - プを巧巧すさ 


パジアリ W » J : スソ 

關に接括：オフ 

田巧の時西げ餐遏巧げ止げ巧にする 


J 


ブランの巧去を巧元する ( B ) I 


I キみた!レ I [_ 证用け） 


-① 

-② 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 































































n 使い終わりと使いはじめ 


八イブリッドスリープを有効にしたい状態をクリックし①、表示され 
た項目か5 [オン]をクリックする② 

それぞれの項目は、なのよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U 駆動時に八イブ U ッドス U -プ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ U ッドス U —プ機能を有効にした 
い場合 


邊是反オプション 


I を1曲 


註帥設ミ I 


、ぶ 


カスタマイスするを技プランを進巧してから、お使いの 
コンピュータで是房を宫理する方法を反巧している設定 
を置巧して < ださい. 


C 現巧か用で穿ない没すのを‘串 


バランス[アクティブ] 


バダテリ巧動：はい 
起房に巧污；はい 
田索ミ首更力贾定V8.00 .01 
田ドディスク 
田つイトレスアダプタの設定 
曰スリープ 

田巧のを間が咨遇をスリープする 

1 K つ I 


日ハ担 


r プを巧巧する 



[ OK ] ボタンをクリックする 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 


役立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

ス1」ープを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
に休止状態に移行するよラ設定でをます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする] 
をダブルク U ックし、表示された項目を選択して ▲ ▼ 
で時間を設定してください。 

ス1」ープを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態《おたずけナビ（検索）：休止状態》 


み啟ォブシ3 


国图 


詳袖設ミ|_ 


、よ 


カスタマイスするき哀プランを進おしてから、お巧し、の 
コンピユータで軍おを官巧する万るをち煤している没定 
を逗巧してください. 


，パランス[アクテイス 


困八ードディスク 
田つイサレスアダプタの設定 
曰スリーブ 

曰巧のち P 占げ垣遏巧スリープする 
バジテリ巧封；15分 
更巧に接括：。巧 
阳 A イブ IJ がドス IJ— ブ巧許巧する 

f 日巧の時巧が淫垣をホ止げ巧にする 


ブランの既定をを元する化） 


〕 I キも松レ11 觸(が 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 











































































n 使い終わりと使いはじめ 


2 


電源を切る 


数日じ(上ノ（ソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違つた操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 



電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

Disk 因 LED 、 ブリッジメディア DlED 、 ディスクトレイに□び点灯中は、電源を切らないで 
ください。データび消失ずるおそれびあります。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

I [スタート]ボタンをク U ックする 

I 齒 

D ボタンをクリックし①、表示されたメニューから[シャットダウン] 
をクリックする ③ 


ずべてのブ□グラム 


冷まの巧巧 


i^lisigi 




再起動(の 


乂リーノい J 
ホ止伏巧 fH) 


シでットダウン (U) 


-① 

■② 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power 6 LED び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに 
切って< ださい。 

ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でバソコン本体び故障する場合びあります。 
パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコンの 
設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 

再起動するには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン ( JB ) をクリックし、表示されたメニューか50をクリックする 

② 表示されたメニューか日[再起動]をクリックする 
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パソ n ンの準備-セットアップ- 








































n 使い終わりと使いはじめ 


Windows セットアップを終えたあとは、なの手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に - 



さス□ツトにメディアなどをセツトしている場合は取り出してくださし、。 

プ U ンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れてく 
ださい。 


電源スイッチを巧す 

Power （ I ) に D び青色に点打するまでスイッチを巧してくださし、。 



Power LED 


m 

m 

〇 

〇 

〇 

〇 

* 

(!) 

口 

0 

□ 

((平)） 

ノ 


'電源スイッチ 


Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 


電源を入れる 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 
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n 使い終わりと使いはじめ 


I 電源に関する表示 _ 

電源の状態はシステムインジケータの点灯巧態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は; 欠のとおりです。 



状態 

パソコン本体の：!犬態 

DC IN ^ LED 

青の点な 

AC アダプタを接続している 

オレンジの点滅 

異常警告 （ AC アダプタ、バッテ1」または 
パソコン本体の異常）* 

消打 

AC アダプタを接続していない 

Power (!) LED 

青の点な 

電源 ON 

オレンジの点滅 

ス1」ープ中 

消打 

電源 OFF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、『いろいろな機能を使おう日章0 Q & A 集』を参照してください。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 

















ほいかたをパソコンの面面で見る 


—画面で見るマニュアルー 


Windows のセットアップび終わった日、いろいろな機能を楽しみましよう。 

本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電子マニュアル 
びあります。知りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 

本製品で用意されているマニュアルについて『マニュアル紹介シート』 

ここでは、パソコンの画面で見るマニュアルについて紹介します。 


パソコンつて何 


r はじめてガイド J 

はじめてパソコンを使ラかたへ、パソコンを使ラときの基本 
的なことび b について説明しています。 

デスクトップって何？画面に表示されている矢印は何？コ 
ンピュータウイルスってなんのこと？ 

パソコンを使ラとさに知っておさたい基本を、ぱ5ちゃんび 
紹介します。 

起動方法『マニュアル紹介シート』 



キーボードを触るのは初めて/インターネットやメールをやりたい 


r できる dynabookj 

r できる dynabook 」 は、文字入力やファイル操作、インターネット接続 
やメールの使いかたなど、パソコンの基本操作をレッスン形式で説明した 
オンラインマニュアルです。 

使いかた『マニュアル紹介シート』 


でミる 

曲 nabook 




パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


が 


























使いかたをパソコンの画面で見る -画面で見るマニュアル- 


どのアプリケーシヨンをほえばよいか知りたい 


r おたすけナビ J 

「おたすけナビ」には、お使いのパソコンに搭載されている 
アプ1」ケーシヨンの中から、目的のアプ I 」ケーシヨンをすば 
やく探し出し、直接起動することびできる「ソフトナビ」び 
あります。やりたいことはわかっているけれど、どのアプ I 」 

ケーシヨンを使えばよいかわか日ないときに便利な機能です。 

また、 Q & A 集やお問い合わせ先などのサポート情報や、パソコンのちょっと便利な使いか 
たを紹介しています。 

使いかた『マニュアル紹介シート』 



文書を作りたい/表やグラフを作りたい 


r 動画でぎぶ Word&ExcelJ 

文書作成ソフト 「Office Word 2007」と、表計算ソフト 
「Office Excel 2007」を、ぱらちゃんび動画で紹介します。 
きれいな文章を作りたい！見やすい表やグラフを作りたい！ 
「 dynabook ランチヤー」または「おたすけナビ」の勵画で 
学ぶ Word & Excel ] ボタンか日起動します。 

起動方法『マニュアル紹介シート』 


骑面で学ぶ wordee 為 / 


8 


f WordZO 口け ，。I 

【く. ■ 


ほいかたびわか 6 ないとを 


rA < あるしつちん J 

「よくあるしつちん」は、東芝 PC あんしんサポートにご連絡 
いただく、特にお問い合わせのをい内容び載っています。 
「おたすけナビ」から起動することびできます。 

「よくあるしつもん」に疑問の回答び載っているかもしれません。 
起動方法『マニュアル紹介シート』 


KS 

UbJi 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 

























































■ 具い替えのお客巧へ 


前のパソコンで使っていたデータを移巧する便利なソフト 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 
- PC 引越ナビー . 


「PC 引越ナ 
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パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に;欠の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 



■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

口 C 弓陋ナロは、なのシステムに対応しています。 

• システム* 1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2000 /Windows XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*1 マイク□ソフト社び提供してし、る最新の Service Pack を適用してくださし、。また 、 「Internet 

Explored のバージヨンび「日 SP 1 J じ(上であることを*認してください。それに(外のバージヨンの 
場合は、「日 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE --- Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows Me ..' Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system 日本言吾版 
Windows 2000 '.' Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home '.' Microsoft ® Windows ® XP Home Edition opera 加旨 system 日本語版 
Windows XP Professinal --- Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system 日本語版 

前のパソコンの動作環境について 

あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 

■ 使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を遇んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用できるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 



IM のパソコンのデータを巧巧ずる 

I -PC 引越 ナビー 


買い替えのお客様へ 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 弓腿ナビ- 


本製品で使用できるメディアについては、『いろいろな機能を使おう』で確認してください。 
前のパソコンでどのメディアび使用でさるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
マットしておいてくださし、 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 巧行で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」で移行できる設定とデータは、なのちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フィールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

初期状態で登録されているメインユーヴの次のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクト U サービスアカウ 
ント） 

• Microsoft Outlook の設定 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルールの utlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows VistaL ソ外では[マイドキュメント])フォルダに保巧されて 
いるファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 



買い曾えのお客様へ 








D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 



移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の[詳細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面でお語し 

てピホ1 .、 

[ 

1： 

C 

う 






. 视かピ巧曲 M 巧 J 


rPCSI かじ!は， ♦* で BgL の PC ほ IfCWSBE ウフ7ィル5 ' 
で田#し UPC へ •tiri ツ ーI レで T. 




: PC 弓陋ナビ機能還択]画面で [ PC 引越ナビを初めて 
をラちは、こちらを還択してください。]をク U ックする 
亡、2ページ目に表示されます。 

りりたい項目のアイコンをクリックしてください。 


■ i し..し■旧化 1 AS — 

〇#3〇 

〇已已□曰 

1 Slag レでとつ7イ IB じ下の M で| 

參 囚_ 植な国酱 

lnwjlE 3 t » 巧 r 1 QUOCOK Eacrtas I OutiDCW 1 I ，ィント I I 巧クト， 7 上 I I SBC フ a ん STC 1 

田な 1 OBS とデー 7 1 case デー S 1 1 7««/5 l : 化 1 [ 田ル | | Sin »7 T"Oli | 

1 田. BC 弓 ISTtSS ■レ!:占1=口9イソし C 1 

1 一々ュ-げ -oaaeuD れ 1 

7イ35/车クり5クレで4田田1_1> 

モ nfn の巧百の Bg がご II に sncT 。 

■ 

■3 


巧 


操作にあたって 


巨らかじめ、附録 n ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


を意制限事頃を確認する 


次の手順で、 「 PC 引越ナビ」のま意制限事項をお読みください。 


デスクトップ上の 


rpcgia ナピ-~丈0, 


をクリックする 


「おたすけナビ」び起動し、 「 PC 弓陋ナビ」のソフトウェア情報び表示されます。 

「アプ U ケーシヨンの再インス!-ール」か日確認することちできます。「本節役立つ操 
作集」を参照してください。 

[マニュアル]ボタン （I 


) をクリックする 



田目的 互田氏用すろ ’J フトウ 

ちい防から*しい PC にデー巧 snstf-. p«i かビ 

デー5デ < スク，バック 7i> ブモし£い 
与中且 g い SWJ たい 
Jtui ■り DVDS 巧«したい 


句 


ちほ!•ゆコンビュ ー3 から ifirdei けの!》壬で*吉苗 
力す1巧し)；77イ1レ2巧しいコンビユー?へ引つ应 
し（ちけ）す1'ンールです ■ Windows の ISSP お S 
在び巧広し)•こ] 7-1 •ル S 引つ田し T4 ことで， 

* 百，お 1*1 •ゆコンビュ ー9 と间じ旧巧で田しいコ 
ンピュ ーS 它こ«田い?こだ< こと£目 n としていま 


〇こ,|«±の'巧 

圆屆 I 励圍 

I 


rpc 弓陋ナビ」のヘルプび表示されます。 

目;欠で[ミ主意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 
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ぶすメモ 




買い曾えのお客様へ 








































































D 前のパソコンのデータを移行する - PC 弓腿ナビ- 


^ \〇役立っ操作集- . 

「アプ U ケーシヨンの再インス!ル」か5の手順 

「 P 巳引越ナビ」のま意制限事項の参照は、「アプ U ケーンヨンの再インス!ル」から行ラこともでき 
ます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インス!ル]を 
ク IJ ックする 

③[セットアップ画面へ]をク U ックずる 

③ [ま芝ユーティ U ティ]タブをク U ックずる 

④ 画面左側の [ PC 弓陋ナビ]をク U ックし、画面も側で [「 PC 引越ナビ」をご使用の前にお読みくだ 
さい（ま意制限事項)。]をク U ックずる 

「Adobe Reader 」 び起動し、 「 PC 引越ナビご使用にあたってのま意制限事項」び表示されます。 

V_ y 



買い曾えのお客様へ 


が 










D 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越 ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは次のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいでしよラ。 


移行方法をミ夫める 

いくつかある移行方法のなかから、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を選択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモ U 



ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 


r こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを一つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 



USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イル」）にまとめます。 



USB メモ U 


「こん包ファイル」を コピーす る 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行するデータの容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 



USB メモ U 



買い曾えのお客様へ 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 弓腿ナビ- 


起動方法 


デスクトップ上の 


rpc 弓 la ナピ;^3ぶ， 


をクリックする 


「おたすけナビ」び起動し、 「 PC 弓瞄ナビ」のソフトウェア情報び表示されます。 
[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナ凸をクリック 
して起動することちできます。 

[起動]ボタン（^)をクリックする 

メッセージび表示されます。 

メッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 


[同意する]をチェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

使巧許諾契約に同意しないと、 「 PC 弓瞄ナビ」を使用することはできません 


PC 弓I坦ナビ Ver.3.0 




( 阳田ナビ_ 


»巧百に百是古打8石のみ. rpc5 曲ナビ J 电ご巧だ古い。 


この民け 3. わ客6と*乏Iむコンシステムけ K を社 <1■•(下巧な J とけIます化の商でVリウIアの巧巧巧巧契内<«下 r 本契内 J とけをす)でず。 L 

K 社が思#する本ソつトウ!•ア Sa 占 <U 下 r 本ソつトウ i7j 社い S す)じつい T. お吾届が本ソつトウ!•ア S こほ用式る前こおす本契的* S お巧みくた3い。 

おさ宙か本ソコトな n ア S こほ田にリ 6ht 巧ミ•は.モの保田 S も7て.お吉 MIJ 本图約Iこ居度 3hfc ものとみリし出なとお吉株の苗てホ酉約かが立したも 
のなせて L たたきミす。 

弟1妄ほ用の巧 is 

H 社13巧梯3ん.本契岡こ受ウき.日本国内ないて本ソつ卜たア Sfe 吾博の；ソコンでほ明するお王か呪:樹I随丰巧し S す。 

わ客梯3> バックアップのむりに本ソコトウIアのがだヴコビーす5こごげですます。 

もしそれ U 外で本ソつトウ!•ア S コビーする巧ち 13. M なの事 》T の巧巧が'£'里とが巧す。 

弟2妄吾 f! 巧呈 

本ソ孔ウェアI: M する音け巧呈畑讯居巧モの化の巧 fill J. K 社!こ)吉配 S す。 

お吉糖主本ソ7トウ171こず付された M な棟け階の恼惕モ巧I崎の3巧苗し g いらのとし S す。 

*3 実巧 H の巧因 

H 社け. 6吉糕丑が社の定め tffl 定のキII间こ受ウ L Iて本ソつトウIア S ほ用した巧合のみ.本ソつトウIアが M 吐の定めた吐柱Iこな：ておするこ£巧* 
1正し5す。 

(S し，お吾桂のい’ 'J コンり’咽なのミめた3ベレーティンヴシス T ム巧拥しかつ正当Iこほ用されたち巧下にあること S 実件とし S す。 

2. 軒頁の巧定Iこかかわ M 江は.わロトたア打あ吉糕の肯定の目8うのたのこ a 当であること.もし(けち用であだと. S たけあロトたアIこおの打％ 

し 'こと巧お]するもので13あ iJS せん。 

H 社け.本ソ孔ウ1アのほ用=よっで担のアブリプ-シ3ンむこ13テー51こ生じた坦吾その化の巧ま1こス 'TI3, 舍ほ S 有しなせん。 


獲 


レ.逆ア e ンカ I: た13慢正. 

れ、【禍する） 


:た13慢正.《[至呈 S 行うこと13で fS せん。 


I • > 




-① 

■② 


「 PC 弓陋ナビ」び起動し、説明画面び表示されます。内容を確認し、[なへ]ボタン 
をク1」ックしてください。 



買い督えのお客様へ 


が 


































D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


説明画面について 


■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



ク U ックすると元の画面に 
戻ります。 

説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 

ク U ックすると前のページに 
戻ります。 

ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



買い曾えのお客様へ 
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■ インターネットを皮ちに利用ずるために 

ーウイルスチェック/セキユリテイ巧策一 


コンピュータウイルス（パソコンにトラブルを発生させるプ□グラム） 
やノいッカーやスパイウェアによる個人情報へのアクセスなど、イン 
ターネットを使っていると知らない間にトラブルび襲いかかってくる 
おそれびあります。 

この章では、本製品に添付されている、よりま全なインターネット使 
用をヴポートするソフトについて説明します。 


1インターネットとメールを使ラには . 已〇 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

—ウイルス • インターネットセキュリティー . 已日 

3マカフィー•インターネットセキュリティによる 

ウイルス対策 . 61 

4有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する 

—トフィ J レター4— . 67 












インターネツトと夕ールをほ3には 


ホームページの閲覧やメールのやり取りをするには、ケーブルの接続や設定び必要です。 

■準備 _ 

■プ□バイダに加入する 

プ□バイダとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料金や 
サービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 

■ブラウザソフトを用意する 

標準装備の 「Microsoft Internet Explorer 」 でホームぺージの閲覧びできます。 

■ケーブルを用意する 

パソコンと電話回線や接続先のネットワーク機器をつなぐケーブルは本製品には同おされてい 
ません。 

インターネットの接続方法は何とおりかあり、使用するケーブルは接続方法によって異なりま 
すので、接続方法にあったケーブルを購入してください。 

ブ□ー ドバンド接続の場合は LAN ケーブル、ダイヤルアップ接続の場合はモジュラーケーブル 
を使用します。 

■メールソフトを用意する 

標準装備の 「Windows メール」でメールのやり取りびでさます。 

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピュータウイルスに感染する場合びあり 
ます。コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータび破壊され、パソコンび 
使用でさなくなることびありますので、インターネット接続やメールのやり取りをする前に、 
ウイルスチェックソフトの設定をしてください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章己ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

幻メモ 

•本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、時刻と日付び合っていることを 
必ず確認してください。時刻と曰付び合っていないと、アプリケーシヨンの設定後から適用される使 
用期限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することわでさます。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 
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インターネットとメールの設定をする 

インターネット接続の設定をするとさは、プ□バイダとの契約時に送日れてさた説明書 
などを用意してください。 

メールのやり取りをする場合は、メ ールソフトの設定ち必要です 。 「Windows メール」 
じ(外のメールソフトを使用する場合は、メールソフトの説明書やヘルプを確認してくだ 
さい。 



インターネツト接続の設定《できる dynabook 第3章インターネツトを使う準備をしよう》 
Windows メールの設定《できる dynabook 第白章メールを使ってみよう》 


~ 1 ~ 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ□一 
ドバンドでインターネットに接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Fast Ethernet (100 BASE - TX)、 Ethernet ( lOBASE - T ) 

に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケースレを接続し、ネットワークに接続することびで 
きます 。 Fast Ethernet 、 Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、 
ノイズなど）により、自動で切り替わります。 


パソコンにケーブルを接続する 

インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。 

ケーブルのちラー方の接続先は、プ□バイダとの契約時に送られてさた説明書などを確 
認、してください。 


D インターネットとメールを使うには 


巧用するまでの流れ 
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D インターネットとメールを使ラには 


LAN ケーブルを接続ずる 



LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずしてください。ケーブル 



凸 


パソコン本体に接続されているすべての周迅機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形状び非常に似ていますび、プラグの 
部分の大きさは、 LAN ケーブルのほうび大きいです。ケーブルを接続するときは、 
LAN コネクタとプラグの大きさをよくご確認のラえ、接続してください。 



LAN ケーブルのをう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダに問い合わせてください。 
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D インターネットとメールを使ラには 


I 動作が態を巧認するには _ 

LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つの LED びあります。 




B ADSL 接続を設定ずる方法 


接続に必要な設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約しているプ□バイダに問い 
合わせてください。プ□バイダか日、接続に必要な CD - ROM などび支給されている場合は、そ 
ちらをご利用ください。 


Q [タイヤルアツプでち続する 


本製品の内蔵モデムを使って、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続することびでさま 
す。内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続します。内蔵 
モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。通信先のプ□バイダび V .9 化ソ外の場合は、最大 
33.己 kbps で接続されます。 


M モデムの操作にちたごて —— 

あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」をお認してください。 
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D インターネットとメールを使ラには 


眶■モジュラーケーブルを接続ずる 

モジュラーケーブルをはずしたり差し込むとさは、モジュラープラグの部分を持って行ってく 
ださい。また、はずすとさは、ジャックプラグの□ック部を巧しなび5はずしてください。 
ケーブルを引っ張らないでください。 



モジュラーケーブルのプラグの一方をパソコン本体のモジュラージャッ 
クに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形状び非常に似ていますび、プラグの 
部分の大ささは、モジュラーケーブルのほラびルさいです。ケーブルを接続するとさ 
は、モジュラージャックとプラグの大きさをよくご確認のラえ、接続してください。 



1 


もう一方のモジュラーケーブルのプラグを電話機用モジュラージャック 
に差し込む 
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D インターネットとメールを使ラには 


U ダイヤルアップ接続を設定ずる方法 

接続に必要な設定は、契約しているプ□ノ（イダの取扱説明書を確認してください。 

ダイヤルアップ接続について《できる dynabook 3章インターネットを使う準備をしよう》 

封メモ 

•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、吕〇□スティックの利用を確認する[ま芝 dynabook 
をご利用の皆様へ]画面び表示されます。 

有00スティックを利用する場合は、印 j 用規約を表示]をクリックし、利用規約をお認したあと[便利 
な吕〇□スティックを利用する]をク U ックしてください。利用しない場合は、[利用しない]ボタンを 
ク U ックし、あとで吕〇□スティックをアンインス I -- ルしてください。 

•「Internet Explorer 」 を使用したホームぺージの閲覧ち法など、詳しくは《できる dynabook 3章イ 
ンターネットを使ラ準備をしよラ》で紹介しています。 


^ V 3 役立ご操作集- X 

ミ毎かでインターネットに接続するときは 

「内蔵モデム用地域選択ユーティリティ」を使用して、海がでモデム接続をすることちでさます。 

mm - 詳細について《おたずけナビ（検索）：ミ毎外でインターネットに接続ずる》 

^- y 


メールの 設定をする 


メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

ここでは、 Windows 標準のメールソフト 「Windows メール」での設定を説明します。プ□バ 
イダか日送日れてさた説明書を手元に置さ、操作を進めてください。 

メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトをインス!-ールすることをおすすめします。 
ウイルスチェックソフトについて「本章且ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

;^ィモ 

•「Windows メール」を初めて起動したとき、インターネット接続の設定び完了していない場合は、 
設定画面び表示されます。《でさる dynabook 3章インターネットを使ラ準備をしよラ》を確認し、設 
定を行ってください。 


インタ I ネットを快適に利用するために— ゥィルスチェック/セキュリティ対策— 5 



















D インターネットとメールを使うには 


Windows メールの設定 


[スタート]ボタン（巧！） 

設定画面び表示されます。 


[川 / indows メール]をクリックする 


■ 確認画面び表示された場合 

• 「通常使用するメールクライアントとして選択しますか？」といラ画面び表示され 
た場合は、[はい]ボタンをク I 」ックしてください。 

メールを届けるときの名前を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

「表示名」は、メールび相手に届いたときに表示される名前です。 



① 


② 


電子メールアドレスを入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

プ□バイダから発行された自分の電子メールアドレスを入力してください。 




インターネットち子イールアドレス 

舌子メ ーJ レのアドレスは，化のユーヴーがあなたに e 子メールをを信するために巧います. 


ち子メールアドレス (El dynabook 面 XXXXX.XXX.XX. な 


-① 


:; t-diofu®microsoft.com 


—ルアカウントのなかこついて 


■② 
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D インターネットとメールを使ラには 

メールヴーバ名を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

メールサーバ名はプ□バイダか日送日れてさた説明書に記載されています。 



メールのユーザ名とパスワードを入力し①、炊へ]ボタンをクリック 
する② 

ユーヴ名は「メールアカウント名」 「 POP アカウント名」「メール□グイン名」「ユー 
ヴ名」など、プ□バイダによって用語び異なります。プ□バイダから送日れてさた説 
明書に記載されています。 
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D インターネットとメールを使ラには 


[完了]ボタンをクリックする 

電子メールを後でダウン□ードしたい場合は、[今は電子メールをダウン□ードしな 
し、]をチェックしてか日[完了]ボタンをク U ックしてください。 


解ち了 

セットア’ッブを完了するのに化妄な盾《がすぺて乂力ちれました. 

これらの涅左を巧巧して S ぞメ •一_/ レ在ダウン□-ドするには，[完了]をクリックしてくだちい. 


因み巧子メ巧ダウン□-ドしなレ'! 


(|完了旧 Ij 


設定び完了し 、 「Windows メール」び起動します。 


メモ 


「Windows ><- ル」を使用したルの送受信について、詳しくは 〈くで きる dynabook 第日章 ><- 
ルを使ってみよラ）で紹介しています。 
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- \ Q 役立ご操作集- 

Windows セキュ U テイセンターについて 

「 Windows セキュ U テイセンター」は、セキュ U テイの設定をしたり、 Windows ファイアウォール、 
自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコンのセキュ U テイを向 
上させるお手伝いをしまず。 

セキュ U テイセンターはパソコンび危険にさらされている場合、 
通知領域に I み I アイコンなどで警告します。 

詳しい操作ち法は《できる dynabook レッスン29馆4章） 
パソコンのセキュリティ状態をお認するには》をお認してくだ 
さい。 


、 


ノ 

1 

II コンピュータウイルス巧策 



コンピュータウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコン 
内部に入り込んでしまラことびあります。 

コンピュータウイルスに感染すると、；欠のようなことびおこる可能性びあります。 

•パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用できなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピュータウイルスの感染や不正アクセスか日パソコンを保護するため、インターネットへ 
の接続やメールの送受信をする前に、ウイルスチェックソフトをインストールして、普段か日 
定期的にコンピュータウイルスの検出を行ラよラにしてください。 

本製品には、次のウイルスチェックソフトび用意されています。 

• 「マカフィー-セキュリティセンター J 

ブ□ー ドバンドを使用されているユーヴにおすすめです。 

面倒な設定なしで常に最新のセキュ U ティを全自動でダウン□ー ドしますので、初むちのかた 
にち使いやすくなっています。 

「本章0マカフィー-インターネットセキュリティによるウイルス対策」 




ウイルス感染や不正アクセスを巧ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス-インターネットセキュ U テイ用のアプ U ケーシヨンを紹介 
します。 



使用するにあたって 


あらかじめ、附録 n ご使用にあたってのお願い」をお認してください。 
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B ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには -ウイルス.インターネッ ト セキュリティ- 


本製品にはユーヴの年齢やホームページのカテコ U によって表示するサイトを制限でをる n - フイル 


夕一4」 


び用意されています。 

体章 □ 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する」 


2 


インターネツトをより安全に楽しむために 


m 


インターネットを利用すると、パソコン画面上でいろいろな情報を見ることびでき、大変便利 
です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手できるとは限りません。また、情報を 
入手するだけでなく、ミ□日ない間にこちらのパソコンの情報を引さ出されてしまラことちあり 
占9 〇 

「よくない情報」の例として代表的なちのは、「コンピュータウイルス」びあります。こち日は 
ウイルスチェックソフトで予防することびできます。特に気をつけたいちのは、インターネッ 
卜を通じて、こちらのパソコンの情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など）を 
第=ちに流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーヴに悪影響を与えるおそれのある「有害 
サイト」です。 


ン 

夕 

I 


ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト閲覧制限ソフトを上手に使つ 
て、快適にインターネットを楽しみましよラ。 

ぶすメモ 


〇 
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r マカフィー•インターネットセキュ u ティスイートベーシックエディション（じ(降、「マカ 
フィー•インターネットセキュ U ティ」と呼びます)」はコンピュータウイルスの発見、駆除を 
行い、インターネットか日の不正なアクセスを防いで、コンピュータをインターネットの危険 
から保護します。 


~T 


r マカフィー.インターネットセキュ U ティ」びインス!ルされていると 、 「McAfee 
SecurityCenterJ アイコン（脚）び通知領域に表示されます。 

ウイルスチェックの方法と、事前に最新のウイルス対策法を手に入れる方法について説明しま 
す。 


mm 最新の巧策法を手に入れる 

コンピュータウイルスは、な々と新しいちのび出現します。最新のコンピュータウイルスに巧 
応できるよラに、常にウイルス定義ファイルを最新の状態に更新してください。 

更新は自動で行えますび、ここでは手動で行ラ方法を説明します。 

更新はインターネットに接続して行います。あ日かじめインターネットに接続できる準備をし 
てください。 

インターネットの接続について 

《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》 

通知領域の [McAfee SecurityCenter ] アイコン（風）をダブル 
クリックする 

[McAfee SecurityCenter ] アイコンび通知領域に表示されていない場合は、[ス 
夕ート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ McAfee ] 一 [McAfee 
SecurityCenter ] をク U ックしてください。 

[McAfee SecurityCenter ] 画面び表示されます。 



3 


セキユリテイによるウイルスが巧 
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0 マカフイー-インターネットセキュリティによるウイルス対策 


1 か 巧 1 

(, 〇 スキ トン 1 

• 脚され T いますか？は11 

コンむ-紙 巧黄，- ti ス 1 旅! 

で —^ のけ巧です0巧 E の•卫 ‘51 まありません* 

上く巧 

>本ーム 

る巧のイベントの表モ 
フ7•イア 0 マール S ロック 
ファイア 0 牙ールち任単!史 
る巧す 

ゴン ビュー タとフ7イ J レ な 

> 巧ますれてい壬す ® 

a が-ネットけ，…-@ 
" (お巧 n ています 

口 け-ルとかたンジ *- & 

巧おれています げ 

翁 點ンタルコントロ-ル @ 

巧ま示すな a も左け|のカテ j りの 1 ザれか定 

ク>；/クしてくだみ、 

ポーネント 

-WusScan 

- Persond Firewat 
話 M ... 

® 巧扣?(ニ ュ— 

SecurityCenler の MS 
去抗の话1をデーさびか J ません 
虽巧のスキャンず 一3 が巧りません 
契内の有功巧巧:の的/1の2 

@ 陥 @i :齡表示 


スキヤンの進巧状況を示す画面び表示されます。完了するまで、しば日くお待ちくだ 
さし、。 


[更新]をクリックする 



[更新]画面び表示されます。 

じ(降は、表示される画面の指示に従って操作してください。 


B ウイルスチェックをずる 

はじめて起動した直後は必ずウイルススキャンを行い、パソコン内のコンピュータウイルスの 
検索と駆除を行ってください。ウイルススキャンは、次の手順で行います。 

購入時は、コンピュータ全体をスキャンする設定になっています。 

特定のフォルダやドライブをスキャンしたい場合は、手動スキャンの設定をしてから本操作を 
行ってください。 

手動スキャンの設定「本項手動スキャンの設定」 
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0 マカフイー-インターネットセキュリティによるウイルス対策 


[スキャン中：]項目のも側に院了]と表示された日スキャン終了です。 
結果は[スキヤンの詳細]に表示されます。 



ao 

SecuritvCenter 

♦ ヘルプ 


〔か中 


* ン 


スキャンのち巧なお;丰かスキ*ン 


スキ*ンした巧目； 
な化したち目： 

tg— I 曰. 


よく巧洩6 
ホーム 

ち巧のイベントの友示 I ' - 

方イアロォ_ル宙みク I巧 7] がリックすな、スキんゆ W ン国面 I こ民りミす。 

ファイア〇ォールち«ホ巧 
お巧す I 


-MrusScan 
- Personal Firewall 

資扣 ... 


スキ*ンのま g 


巧な化鼓： 


スキ*ンしたブロたス： 75 
な化したブロ它ス； 0 

スキヤンしたコアイル；巧259 
な化したファイル： 0 


スキ*ンしたレジストリ 


な化したレジストリキー: 0 


な出しじ Cootoe: 


手動スキヤンの設定 


スキヤンする方法やスキヤンする場所を設定したい場合は、巧の手順で行います。 

[McAfee Security Center ] 画面で[設定]をクリックする 



ao 

SecuritvCenter 

♦ ヘルプ 



か巧 1 

Q スキトン 1 

励の織阿。綱®£まは®リません， 

よく巧洩6 

>本 一A 

S 巧のイベントの友示 

〇 3ンピユ—夕とフアイ j レ 

，P 巧苗され■打ホす 

;か〇ヴーピスにかコンビューさとつアイルび巧§« 

されています： 

フ7イ了 〇才ールち Cb ク 
ファイア〇ォールち«ホ1を 
お巧す 

ィンち-ネットとネットヮ-一 
W 偏が n てぃます 
y f イールとみ》它ンジ *- @ 

イ i バレンタルコントロール な 

が城] @ 

) スパイウ i ア巧ミ 
> Windows (な 

3プシ3ソ g ま至すかコんけ下の茵ミ]をな； 

ッんます， 

【@i ほ 

ザ—4ント 

-MrusScan 

- Perscoal nrewat 

資扣 ... 

@巧扣?(ニュー 

SecuntyCenter の巧 18 
ち抗の柜をデ-か’かぶせん 
«巧のスキャン;データがありません 
g 的のち知な巧;の06/12/02 

@i ほが刪ホモ 


[コンピュータとファイルの設定]画面び表示されます。 

[詳細設定]をクリックする 



go 

SecuntyCenter 

♦ ヘルブ 


1か巧 1 

コンビューがで■ルの笠を 

10スキトン1 

上く巧な S 宙 
ホーム 

る巧のイベントの表示 
巧イアウ牙-ル®みク 
つ y イアウォール S 话送巧 
活こ戻ず 

ウイルス巧まはち巧です あ 

な ■ 3ン コァイ IW3； 自 1* 的1こスキャンされます。 

■'じ リアルみ<ムスキャン1もウイルス、ワ-ム.トロイめ木再，不ちなス 

ウリブト、 J バ州ッド巧をモの化の巧巧が占としコンビュー巧は 
記します。：巧イル (Effi された . e « ファイル、ブートたクタちさ t ) 

かユ —ヴまた13コンビュー幻こよリアク忆73れると.目がう1こスキト 

|[ mmm - ]) 

スバイウ I ア巧菊 a ちかです 硬 


スク U ブトスキ*ソこよる巧 a はです @ 

インスト-ル巧みのコン 
ボーネント 

-WusScan 

- Personal FVewy 

詳 M... 

® 齡にュ- 



[ U アルタイムスキヤン]画面び表示されます。 
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0 マカフイー-インターネットセキュリティによるウイルス対策 


P [手動スキャン]をクリックする 



U [手動スキャン]画面び表示されます。 

I 手動スキャンの設定をする 

スキャン時に実行したい項目をチェックしてください。 

スキャン場所の設定をしたい場合は、[標準設定のスキャン場所]のちにある®を 
ク U ックしてください。スキャン場所のリストび表示されます。 



n [ OK ] をクリックする 

y 手動スキヤンの設定びでさました。 

この状態でスキヤンを実行すると、設定通りの方法でスキヤンされます。 
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0 マカフイー-インターネットセキュリティによるウイルス対策 


K ■ソフトのが態をお認ずる 

r マカフィー•インターネットセキュ U ティ」び問題を発見した場合は、 [McAfee 
SecurityCenter ] アイコン（脚）の隣に異常を示すアイコン（位 J ) び表示され、ミ主意をう 
なびします。「マカフィー•インターネットセキュ U ティ」を起動して確認してください。 

通知領域の [McAfee SecurityCenter ] アイコン（西)）をダブル 
クリックする 

[McAfee SecurityCenter ] アイコンび通幻]領域に表示されていない場合は、[ス 
夕ート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ McAfee ] 一 [McAfee 
SecurityCenter ] をク U ックしてください。 

[McAfee SecurityCenter ] 画面び表示されます。 



ao 

SecurityCenter 

♦ ヘルブ 



|がぉ 1 

/ れて11ますれ？ , - 

1 1 - S 時樓活すると里びかなす。今すぐ[ちは]ちク•わんてな1 〇ち宙1 

IQ スキトン1 

上く历夕 S 宙 

Ca コ乂ューさとファイル 化 
W f 補な m はす ® 

广^ ィパ-ネットとネブトヮ - g 
補か "0 •ホす 


>本ーム 

S 巧のイベントめちモ 
巧イアウォ—ルがわク 
でイアみールちが8巧 
定1：：：^す 

ます； 

ワ-ムストがおかで r 。 拠 


因 广").む，心み 



が點ン々ルコントロ-ル 感 


ポーネント 

-WusScan 

- Pencn^ nrewall 

註抽 ... 

SecurityCenter の巧巧 

ち巧の植をデ-か’巧 y ミサん 
*巧のスキャン;デー3だありません 
舆。のち巧]巧巧;の化/12/03 

@i ほ @i 離まモ 

@韵1ソ Zo •- 



問題のある項目に、 r ミち意」と表示されます。 

[修復]をクリックする 


Q ： 


は去れていますか？ I、 '. 

•巧ミちほすなと®かの J 壬す，今すぐ【備）をクリックしてな1 1© e 巧 

、、 V? 


修復び実行され、画面に「保護されていますか？はい」と表示されます。 


マカフィー • インターネットセキュリティのヘルプの起動方法 

「McAfee SecurityCenter 」 を起動を、[ヘルプ](〇)をクリック 
する 

「マカフィーヘルプ」び表示されます。 
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0 マカフイー-インターネットセキュリティによるウイルス対策 


I マカフィー • インターネットセキュリティのお巧い合わせ巧 

* 20 日日年 ] ] 月現在の内容です。 

マカフィー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(をに、ユーヴ琶録や更新時お支払い等、オペレーション上でのお問い合わせ。） 

受付時間 ：目:□日〜] 7:00 仕•曰-祝祭日除く） 

TEL : 0570-030-088 

E-mail : http://www.fncafee.com/japan/fncafee/support/cs_reclirect.asp 

ホームぺーシ： http://www.fncafee.com/japan/fncafee/support/ 

マカフィー • テクニカルヴポートセンター 

(主に、ソフトウエアご使用上の操作ち法や不具合等技術的なお問い合わせ。） 


受付時間 

TEL 

E-mail 

ホームページ 
チヤツト 


目:□日〜2]:□日（年中無休） 

0570-060-033 

http :// www . mcafee . com / japan / mcafee / support / supportform _ redirect.asp 

http :// www . fncafee . com / japan / nncafee / support / 

http :// www . fncafee . cofn / japan / nncafee / supDort / chat.asp 
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インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびできます。パソ 
コン画面上でニュースを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたちでさますび、 
なかには有害なホームページちあります。 

「本節眶■青少年びお日れる家庭の皆様へ〜重要なお知らせとお願い」をお読みになり、有 
害なホームぺージへのアクセスを遮断する n - フィルター4」を使用することをおすすめします。 

mm 青少年びお6れる家庭の皆様へ〜重要なお知6せとお願い ■ 

インターネットの発展によって、世界中の人と容易にメールのやりとりをしたり、個人や企業び 
開設しているインターネット上のサイトをミ舌用したりすることによって、必要なときに必要とす 
る情報を瞬時に検索することび可能となっています。しかしなび日、インターネットには違法情 
報や有害情報という負の側面びあります。特に青少年にとって、下記のようなインターネット上 
のサイトは、情報入手の容易化や機会遭遇の増大などによって、青少年の健全な発育を阻書し、 
犯罪や財産権侵害、人権侵害などの社会問題の発生を助長していると見日れています。 

• アダルトサイト（ポルノ画像や風俗情報） 

• 出会い系ヴィト 
• 暴力残虐画像を集めたサイト 
• 他人の悪口や訪謗中傷を載せたサイト 
• 犯罪を助長するよラなサイト 
• 毒物や麻薬情報を載せたサイト 

アダルトサイトび青少年にとっていかに有書であってち、他人のサイトの公開を止めさせるこ 
とはでさません。情報を発信する人の表現の自由を奪ラことになるからです。また、日本では 
非合法であってち、海外に存在しその国では合法のサイトちあり、それ日の公開を止めさせる 
ことはでさません。 

有害なインターネット上のサイトを青少年に見せないよラにするための技術び、「フィルタ I 」ン 
グ」といわれるちのです。フィルタリングは、情報発信をの表現の自由を尊重しつつ、情報受 
信をの側で閲覧の制御を行ラ技術的手段で、] 00%万全ではありませんび、多くの有書な情報 
へのアクセスを自動的に制限することびでさる有効な手段です。特に青少年びおられるご家庭 
では、ご自宅のパソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアを購入しインス!ルする 
か、インターネット事業をのフィルタ U ング-サービスの利用をご検討されることをお勧めし 
よ9 〇 

r フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業をによって、「有書サイトブ□ック」 
rweb フィルタ」「インターネット利用管理」などと表現される場合もあり、それぞれ、機能、 
利用条件び異なっています。ソフトウェア提供会社あるいは、お客様び契約されているイン 
ターネット事業者に、事前にご確認されることをお勧めします。 



4 


ち害サイトの閲覧（アクセス）巧制限する 

— i - フイルター4— 
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D 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する-了-フィルター 4 - 


参考資料 

• 社団法人電子情報技術産業協会のユーヴ向け啓発資料 
「パソコン-サポートとつさあラ方法」 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / report / pcsupport / inclex.html 

i - フイルター4 

本製品には、フィルタ U ング機能をちつアプ U ケーシヨンとして n - フィルター4」び用意され 
ています。 n - フィルター4」は、ユーヴの年齢やホームページのカテゴ U によってアクセスを 
制限し、有書なホームページは表示しないよラに設定することびできます。 


使讀限にっぃて 

あらかじめ、附録 n ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


n - フィルター4」の使いかたについては、《おたすけナビ（検索）：有害サイトへのアクセスを 
遮断させたい）をご確認ください。 
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大切なデータをおわないために 

—バックアツプー 


この章では、バックアップ全般についてと Windows メールのバック 
アップ方法、 CD / DVD にコピーをとる方法を紹介しています。パソ 
コンび故障したり、誤ってファイルなどを削除したときに、バック 
アップをとっていないと、なくしたデータを復旧することはでをませ 
ん。万一のために必ずバックアップをとりましよう。 


1バックアップをとる . 70 

2データのバックアップをとる . 74 

3リカバリディスクを作る . 80 











1 I バックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによって 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを CD - R 、 CD - RW など、八ードディスクじ(外の 
記憶メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 



大 

切 

な 


I 

夕 

を 

失 

わ 

な 

い 

た 

め 

に 

I 

パ‘ 

ジ 

ク 

ア 

ジ 

プ 



大切なデータは、こまめにバックアッ三をとってください。 

本製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使って、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD - 
R DL (Dual Layer DVD - R)、DVD 十 RW、DVD 十 R、DVD 十 R DL (DVD 十 R Double Layer )、 
CD - RW 、 CD - R にバックアップをとることびできます。 



バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、附録 n ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


-續役立ご操作集- 

Windows のノ（ックアップ機能 

Windows Vista のノ（ックアップ機能を使ってノ（ックアッ 
プをとることちでさまず。 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]を 
ク U ックして、表おされた画面で [ g バックアップの作 
成]をクリックしてください。 

詳細について 『Windows ヘルプとサポート』 


\ _ ^ 
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D バックアップをとる 


バックアツプびが要なデータ 


バックアップをとることを推奨するデータには、巧のよラなちのびあります。 

• U カバ U (再セットアップ）ツール 

•自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 

• メールの アドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

メール、アドレス帳、[お気に入り]のバックアップ方法については、《便利な使いかた》で説 
明しています。 

■ MS - IME で登録した単語について 

日本語入カシステム MS - IME の r 単語/用例登録」で登録したユーヴー辞書データをバック 
アップすることびでさます。 

詳しくは 『 MS - IME のヘルプ』を確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① IME ツールバーの[ヘルプ]ボタン （&) をク U ックし、表示されたメニューから 
[ Microsoft ® Office IME 2007]または [ Microsoft ( R ) IME ] 一 [目次とキーワー円 
をク I 」ックする 

■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダから送られてさた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設定 
に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。 


* ユーヴ ID 

* 電子メールアドレス 
•プライマ UDNS サーバ 
* インターネットメールサーバ 
* アクセスポイントの 電話番号 


•パスワード 
•メールパスワード 
•セカンダ UDNS サーバ 
•ニュースサーパ' 
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u バックアップをとる 


ファイルやフオルダのバックアップをとる 


ファイルやフォルダのパ' ックアップをとる前に保を場所を確認してください。 

I ファイルやフォルダの巧を場所 _ 

ファイルやフォルダは次の場所に保をされています。 

これ日のファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコピーするこ 
とびできます。外部記憶メディアにバックアップのデータを書き込む場合は、「本章已デー 
夕のバックアップをとる」を確認してください。 


自分で作成したファイルや 
フォルダ 

保を時に指定した場所に保をされます。わかりやすい場所に保 
をしてください。保を先を忘れた場合は、[スタート]ボタン 
( 0 ) [検索]で探すことびできます。 

[ドキュメント] 

[コンピュータ]■八ードディスク（じ） - [ユーヴ ー] 内の各 
ユーヴ名のフォルダに保をされています。 

[お気に入り] 

[デスクトップ] 


ファイルの検索《できる dynabook 第7章ファイルの操作を覚えよう》 

複数のユーヴで使っている場合は、それぞれのユーヴ名で□グオンし、データのバックアップ 
をとってください。 

外部記憶メディアに保存したデータのバックアップをとる場合は、一度八ードディスクドライ 
ブに保をしてから、バックアップ用の外部記憶メディアにコピーすることをおすすめします。 

■バックアップのデータを利用する ■ 

バックアップをとった[ドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]を利用する方法を説 
明します。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コンピュータ]をク U ックする 

② （じ）ドライブをダブルク U ックする 

ドライブの内容び表示されていない場合は、[このフォルダの内容を表示する]をクリック 
してください。 

③ [ユーヴー]フォルダをダブルク U ックする 

④ バックアップしたデータを利用するユーヴのフォルダをダブルク I 」ックする 
⑥バックアップをとった外部記憶メディアをセットする 

⑥手順⑥でセットした外部記憶メディア内に保をされている[ドキュメント]、版気に入り]、 
[デスクトップ]フォルダを、ユーヴのフォルダ内にコピーする 
それぞれのフォルダび上書さされます。 
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D バックアップをとる 


おすすめするパックアップ方法 


なの2ステップでバックアップをとることをおすすめします。 


■データはシステムとは別の八ードディスクに保巧する 

八ードディスクは]台内蔵され、八ードディスク（じ）と八ードディスク （ D :) に別れています。 
システムは八ードディスク（じ）にセットアップされています。 

システムに不具合び起きたとき、 n 」 カバ1」」という作業を行うと、八ードディスク（じ）のシ 
ステムび復元されます。ただし、八ードディスク（じ）に保をされていたデータち同時に消去 
されるため、作成したファイルやフォルダは、八ードディスク（じ）じ(外に保をすることをお 
すすめします。 

本製品に用意されている U カバ U ツールの[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択 
して U カバ U を行うと、八ードディスク（じ）じ(外に保をされているデータは、 U カバ U を 
行ってち保持されます。 

U カバ U 前 U カバ U を 


に:） 


に建 


システム 


データ A 


作成 
データ巳 




リカバし 


u _ 製 


システム 


う 


と 


だミ姑 

消ま 


今 




リカパ 'U r 已章買ったとさの状態に戻すには」 




データの保存先は[名前を付けて保存]画面の左側で指定します。 


< ノ ► dynabook ► ビクチ p 


小, 11* 


i ををした g 巧 

Iデスクトップ 

Iコンピュータ 
j ドキュメント 


ぶ 


1 

- 

Ipng 【..png) 

，1 


• フマ的巧を 


[ <おおさ）11か:/レ 


画面の下半分び表おされていない場合は、[フォ 
ルダの参照]をク I 」ックしてください。 


■定期のにバックアップをとる 

八ードディスク（じ）じ(外の八ードディスクに保をされているデータち、八ードディスクの故 
障などの原因で、使えなくなってしまラことびあります。八ードディスク（じ）じ(外の八ード 
ディスクに保をされているデータち、定期的に外部記憶メディアにノ（ックアップをとってくだ 
さい。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 



























































バックアップ用に使用でさる外部記憶メディアはなのよラなちのびあります。 

• 記録用の CD/DVD メディア 
• SD メモリカードなどの外部記憶メディア 

お使いのモデルによって、使用でさる外部記憶メディアび異なります。 

また、ファイルやフォルダの容量によって、使用する外部記憶メディアを選び、あらかじめ用 
意してください。 

使用できる外部記憶メディア『いろいろな機能を使おう1章』 


SD メモ U 力ード、メモ U - スティック、 USB フラッシュメモ U 、 DVD - RAM などはフォルダ 
やファイルをコピーすることびできます。 

n が部記憶メディアをセットする 

^ 外部記憶メディアのセット『いろいろな機能を使おう1章』 

データび保存してあるフォルダをちクリックし、表示されたメニューか 
5 [送る]一手順〇のが部記憶メディアをクリックする 


巧く (0) 

ェクスプ□-ラ的 
埃索旧… 

Windows Med* Player リストに動 D(W) 
Windows Media Player でちをする (P) 


切0巧*: HT) 

コビ-间 
なり巧け (P) 

シヨー トカツトの巧巧 (S) 
削な (D) 

る前の変を (M) 
プロパティが） 


1. 圧巧が口お巧）フブ;!/^；^ 

■ デスクトップ（シヨートカットを巧ぶ） 
一 J メー ルき信ち 


リムーバスレディスク （G:) 


大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 
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B データのバックアップをとる 


团 


CD/DVD にデータのバックアップをとる 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW、DVD 十 R、DVD 十 RW にデータをつピーするには、本 
製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使います。データをコピーする（書き 
込む）際に気をっけていただきたいことびあります。また、それぞれ対応しているメディアび 
異なります。 L ソ降の説明をよくお読みになってから書さ込んでください。 

Windows Vista に用意されているバックアップ機能にっいては、《できる dynabook 》 を参照 
してくださし、 

ィモ 

• DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]に コピーして ください。 

• CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合びあ 
りまず。この場合、バックアップをとったデータを使ラとをには、]度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをもク U ツク^ 口□バテイ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 



CD/DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、 r 付録 n ご使用にあたってのお願い」をお認してください。 


■■TOSHIBA Disc Creator 

使用できるメディアは;欠のとおりです。 

メディアについての詳細は、『いろいろな機能を使おう ] 章0 CD や DVD を使う』を参照し 
てください。 

〇:使用できる X :使用できない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

か’旦 

か1 

〇り'3 

か1 

X 


* 1 DVD - Video 、 DVD - Audi □の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することはできません。 
*2 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DL には追記びできません。 

*3 DVD+R DL を含みます。 



大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 




























データのバックアップをとる 


且 


巧。方法 


あ日かじめ書き込みを始める前に CD / DVD をドライブにセツトしてください。 

[スタート]ボタン（(0)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一 |；CD&DVD アプリケーシヨン] 一 [Disc Creator] を順にクリツ 
クする 

[TOSHIBA Disc Creator ] の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 


[データ CD/DVD 作成]をクリックする 




TOSHIBA Disc Creator 

すりジナ j レ音を CD の巧巧、データ CD / DVD の巧ぶ、 
ディスクの} V ックアッブのな成びでぎます。 


ミ掌タニュー 


み 


音ま CD 巧ぶ 

音楽 CD や音冀ファイルからオリジナル音楽 CD を巧巧します。 


み 


データ CD / DVD 巧巧 
-バソコンのデータを CD や DVD に記録しまん 


を 


ディスウ/わウアクブ巧ぶ 

* CD や DVD の;む々アップを巧ぶします。 


巧み回からこのタイア□ヴを拉执しない 


^詳細にュ-！閲じる 


メインウインドウが表示されます。 


フ7ィル (£) _丢巧曲）_ディスウに）_苗定 ( S ) 〜レフ化> 


□す 


■;[ 扣 -031-3- 312 


ぶ ぶ 



大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ 



















B データのバックアップをとる 



r 書込巧」にファイルを追加する 


>方法！ r 読込元」でファイルを選択する 
1. ，，ボタンをクリックし①、記録するファイルやフォルダの保存巧を選択する② 


a ぶ TOSHIBA Disc Creator 

k . _：- 7 . 

ファイル(む表示(乂）ディスク (2) 

設定ち） , 

■ 



J 

たデー タ CD / DVD ^ ぶ ▼! 




ゴ' 卜'.国， 


- ① 


i 

1月の写 



2. 言日録ずるファイルやフオルダをクリックし①、廈き込み制こデータを追加ずる] 
ボタン ( III ) をクリックずる® 


r ドキュメント 


U □-カルディスク （• 
ぶ DVD RW ドライブ I 
g リムーノ C スレディ y 
f dvnabook 





パブリック 
导ネジトつーク 


ドキユメン 


大切な 1 h I ■一^:一: i —バックアップ 


① ② 




























B データのバックアップをとる 


>方法2記録するファイルやフオルダを r 書込先」にドラッグアンドド□ツ 
プする 


曾し/•矿 



ファイル旧を T 曲于イスウ脚 8お S ) 〜—フ(山 


，-デ ー6 C0/ れ TCK^S 


□す 


■三 


ur iwrk) 


I 


r 書込巧」の[開始 ] ボタン（乏 

メッセージび表示されます。 

[はい]ボタンをクリックする 


) をクリックする 



書さ込みび開始されます。 

CD / DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 CD/DVD 
をセットして、 [0 K ] ボタンをク I 」ックしてください。 

データの書さ込みび開始され、進捜を示す画面び表示されます。 


テータテイスクイ乍ぶ e 


まき这みげ完了秦まで、 U : らくも'まちくださし、 


現をの処理のち巧;お兄;ディスクク日ーズ巧巧中 


をはの巧巧の遥挣がな： 


[[キャン t ル議 


書さ込みが終了すると、購入時の設定では元のデータと書さ込んだ CD / DVD のデー 
夕を比較します。 

比較して問題ないことび確認されると、完了のメッセージが表示され、メディアが自 
動的に出てさます。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 
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B データのバックアップをとる 


■方法1 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD & DVD アプ 
U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ックする 

■方法2 

①メインウインドウの[ヘルプ]をクリック—[ヘルプ]をク U ックする 



「 TOSH 旧 A Disc Creator ] のヘルプび表示されます。 


noSHIBA Disc Creator 」 のお問い合わせ先 
『いろいろな機能を使お5 7章 D お問い合わせ先』 



ちう一枚、同じ巳 D / DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてください。 
随記ディスクへの書き込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
場合は、 [0 のボタンをク U ックしてください。 


ヘルプの起動方法 



大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 













































3 I リカバリディスクを巧る 


パソコン本体には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U 
(再セットアップ）ツールび内蔵されています 。 「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 を 
使って U カバ U ディスクを作成し、あ日かじめ、 U カバ U ツールのバックアップをとっておく 
ことをおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクか日 U カバ U できない場合でも、 U カバ U ディスクか日 U 
カバ I 」をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクか日 U カバ U び行えない場合は、修理び必要 
になる可能性びあります。購入店、または保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせ『まち PC ヴポートのご案内』 

リカバリディスクを作成でをるメディア 


「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 では、次のメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 

リカバリディスクの場合 


• DVD-R 

• DVD+R 


DVD-RW 

DVD+RW 


あ日かじめバックアップ用のメディアを用意してください 。 [TOSHIBA Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 


■ お願い 


メディアについて/メディアの使用推奨メーカ 


使用できるメディアについて、『いろいろな機能を使おう 1 章0 CD や DVD を使 5 』 を確認し 
て < ださい。 

推奨するメーカのメディアを使用してください。 

書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

規格に準拠したメディアを使用してください。 


■ お願い 


リカバリディスクの作成にあたって 


* リカパ ' U ディスクを作成ずるには、下記外にちお願い事項がありまず。 

「付録 Q-Ka CD/DVD にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してください。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Disc CreatorJ を使ってリカバ U ディスクなどを作成するときは、他 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 


リカバリツールのリカバリディスクを作成するには、^^(降の説明を参照してください。 
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B リカバ u ディスクを作る 


起動方法 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
ディスク作成ツー J レ]をク U ックする 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 び起動します。 


[リカバリ 


TOSHIBA Recovery Disc Creator 


© 


製干〇叫 
WD を化 I 


璧■縮論な齋ミを概リ徽端^^^ 

することびできます。 


田图リ方 JV リディスク 


[DVD 4 . 7 GB - 


巧巧 

W 下のブランクディスクがぶ至です。 
DVD 2巧 

現だのディスク 
を巧の巧苗 

因比段 


巧ぶ巧ャン它ル 


タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するディス 
クの一覧び表示されます。 

ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
選択することびできます。 


(表示例） 



「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


リカバリディスクを作がずる 

[タイト J レ]で作成するディスクをチェックする（互]) 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

メディアをセットする 

CD / DVD のセット『いろいろな機能を使おう1章【] CD や DVD を使う』 

[作成]ボタンをクリックする 

DVD メディアの場合は、 n 」 カバ UDVD ] を作成します。」と表示されます。 

[0K] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進巧状況び表示され 
よ9 〇 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び I 終了すると、メディアび自動的に出てさます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 


大 

切 

な 

T 

夕 

を 

失 

わ 

な 

い 

た 

め 

に 

I 

パ' 

ジ 

ク 

ア 

ジ 

プ 
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Bu カバリディスクを作る 


メッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ I 」ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 rxxxxxx ディスク XX 」と 
いうように、レーベル面にフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U をすると 
さ、この番号通りにディスクを使用しないと、正しく I 」カバ U されません。必ずディ 
スク番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン（@)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクか日 U カバ u をする操作手順についロホ、 r 已章 0- 团 U カバ U 
ディスクか日 I 」カバ U をする」を参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator」 のお問い合わせ先 
『いろいろな機能を使おラ7章 D お問い含わせ先』 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 
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具つたとをのが腺に戻ずには 

—リカパリー 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解ミ夫できないときに行う「リカバリ」について説明してい 
ます。リカバリを行うことでシステムやアプリケーシヨンを購入時の 
状態に復元でさます。作成したデータなどび消去されますので、よく 
読んでか5行ってください。 


1リカ/ V’リとは . 84 

2リカバリ=再セットアップをする . 89 

3リカバリをしたあとは . 101 











U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!ルしたア 
プ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、ちラー度ご購入時の状態に復元する作業で 
す。八ードディスク内に保をされているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、メール 
やアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態 
になります。 

なのよラな、どラしてち他に方法びないときに U カバ U をしてください。 

•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
• 東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、 n 」 カバ U び必要」と診断された 

* 1アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびでをない場合びあ 
ります。 


~T 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとき、なの方法を実行してみてください。 U カノのをしな 
くてち、状態び改善される場合びあります。なの方法をすべて試してみてち状態び改善されな 
い場合に、 U カバ U を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に用意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラ 
かを確認してください。ウイルスび検出された日、ウイルスチェックソフトで駆除できます。 
その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新しておいてください。 
場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 

U カバ U を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「3章インターネットを快適に利用するために」 



リカパリとは 


買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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D u カバリとは 


Windows び起動できないときは、なのよラに実行してみてください。 

Q 回キ-を押しなびら、電源を入れる 

画面に r 詳細ブートオプション」と表示された5、@キーか5指をは 
なす 

W キーを巧すタイミングにより、 r 詳細ブートオプション」び表示されない場合び 
あります。その場合は再度電源を入れ直して、手順0を実行してください。 
オペレーションシステムの選択画面び表示された場合は、ちラ]度@キーを巧すと、 
r 詳細ブートオプション」び表示されます。 

□ [セ-フモ-ド]を選択し > I Enter ] キーを 押す 

■ 最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、 

U カバ U をする前に r 東芝 PC あんしんサポート」にご相談ください。 


I 周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合 
びあります。それ日を取りはずしてから、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブ 
ルの場合は、バッテ U をいったん取りはずし、再度取り付けてか日起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使おう3章周辺機器を使って機能を広げよ5』 


I ほかのトラブル解消方法を探す _ 

パソコンの調テびおかしいと思ったとさは、『いろいろな機能を使おラ己章パソコンの動作び 
おかしいときは』で解消へのアプ□ーチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介して 
います。 

それでち解消できないときに、 U カバ U をしてください。 


5 


セーフモードで起動で宝るか実行してみる 


買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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D リカバリとは 


Office 搭載モデルの場合 
□neNote 搭載モデルの場合 
PowerPoint 搭載モデルの場合 


2 


リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


, 

バックアップをとる 

「4章大切なデータを失わな' 
いために」 

A 


f 

リカバリ（再セットアップ） 

r 本章 日 U カバ！ j = 

再セットアップをする」 


アプリケーシヨンのインス1-ール 

「本章 0- 田] Windows 
セットアップのあとは」 


Office Personal 2007 り 
( Word 、 Excel など)、 

Office OneNote 2007 *己、 
Office PowerPoint 2007 け 
のインス!ル 

1 

固承体章 H - 团 Office 製品 

を再インストールする」 

A 


インターネットの設定 

《できる dynabook 
第3章インターネットを 
使ラ準備をしよラ》 


ウイルス対策ソフトの設定と更新 


巧章 H ウイルス感染や 
不正アクセスを防ぐには」 


Windows Update 


《できる dynabook レッスン 
30 (第4章）バソコンを 
最新の状態にするには》 


データの復元やメールの設定 


「4章大切なデータを失わな 
いために」 


12 3 

ホホホ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


















D リカバリとは 


リカバリをはじめる前にしてお<こと 


U カバ U をはじめる前に、なの準備と確認を行ってください。 

I 準備するもの _ 

■『準備しよラ』（本書） 

• 『いろいろな機能を使おラ』 

• 卷末の U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U ディスク（作成した U カノのディスクから U カバ U する場合） 

I 化要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクに保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削 
除されますので、可能な場合は、外部記憶メディア （ CD や USB フラッシュメモ U など）に 
バックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
•インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• メール送受信データ 

• メール アドレス帳 

•プレインストールされているアプ I 」ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、 U カノ （ U 後ち現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて 
ください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を 
入れてちシステムび起動しなくなってからでは、バックアップをとることびでさません。また、 
U カバ U を行ってち、八ードディスクに保をされていたデータは復元でさません。 

バックアップについて「4 章 大切なデータを失わないために」 

I アプ IJ ケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

「Microsoft Office 」 や、購入後に追加でインス!ルしたアプ U ケーシヨン、プリンタなど 
の周辺機器のドライバは、 U カバ U 後にインス!ルする必要びあります。これらを再度イン 
ス I -ールするためのメディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インス!ルするときに ID 番号などび必要です。あ 
らかじめ確認してください。 


買つたとさのが態に戻すには - U カバリ- 
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D リカバリとは 


I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それらの番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨンのヘルプや問し^合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 
デジタルボ U ュームで音量を調節してください。 [^+[1 习キーを使って、内蔵スピーカや 
ヘッドホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、ちラー度 r ^+ r ゎ d キーを巧して元 
に戻しておいてください。 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケープ 
ルじ(外すベて取りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源を切ってから行ってくだ 
さい。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよう』 



• 市販のソフトウエアを使用してパーティシヨンの構成を変更ずると、 U カバ U びできなくなるこ 
とびありまず。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


























LI 

八ードディスクの U カバ U ツールでは、なのメニューのなかか日 U カバ U 方法を遇択すること 
びでさます。あらかじめ I 」カバ I 」方法をみめておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻し、購 
入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使巧していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。 C ドライブに保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻り 
ますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。ただし、 

BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 C ドライブしソ外の領 
域にあるデータも使えないことびあります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびできます。 C ドライブじ(外の 
八ードディスクの領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 



買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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且リカバリ=再セツトアップをする 


爲メモ 

• リカバリは、ドライブにメディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブにメディア 
びセットされていると、エラーになる場合びあります。 

• どのメニューを逞択してを、巳ドライブにはI」カバリツールから購入時と同じシステムび復元されま 
す。 



貝 

二) 

た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 

I 

U 

力 

バ‘ 

U 

I 
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ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 



パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 

キーボードの回（ゼロ）キーを巧しなび5、パソコンの電源を入れる 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。 

ユーヴパスワードを入力して臣^キーを巧してください。 

メッセージび表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[初期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ]ボ 
タンをクリックする② 



① 


② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消去するためのちの 
です。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上にある、 U カバ 
U ツールの領域！;1外のすベてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について 

「巨章口-^9八ードディスクの内容をずべて消去する」 



























BU カバリ=再セツトアップをする 


[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ] 
ボタンをクリックする② 


<初期インストールソつトウ1アの復元> 
復元ずるお巧を還巧してください。 


广ご巧入時の状 ㈱ こなろ(システム回復オブシヨンあり； 


P !バ-テイシヨンサイズを巧ちだすにお巧 


广バ-テイシヨンサイスを指定して復元 


T ム回復才づ 


HDD のサイフ，'； GB 

亡;ドつイブのサ イブ ：I づな I 


:戻る瓜 


.り ホへ曲ぃ] 卜 


.① 


.⑤ 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

他のメニューを選択した場合については、巧のページを参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .93 
•[パーティションサイズを指定して復元]: P .93 

•[パーテイションサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクの領域 
を分割している場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U され、それじ(外の領 
域のデータはそのまま残ります。 

C ドライブ（〇)にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、 
インス!-ールしたアプ U ケーシヨ 
ンなどびすべて消去された状態に 
なります。 


オプション領域 


U カバ U 


[ 





C ドライブ • 


作13^データ . 
設定は消去 

一 


作ホ^‘ ク. 

D ( E 、 F …）ドライブ 




し；、し 、I ノ I - ン —I ノ I 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


ぶすメモ 



[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域が確保されている 
ため、八ードディスクの]日0%を使用することはでさません。 
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S 買つたとさのが態に戻すには - U カバリ- 




































且リカバリ=再セツトアップをする 


[次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[なへ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 


<巧期インスト-ルソフトたアの復元〉 
里楠中でず。 


パーテ似ヨンを巧!が化してい^す。しばらくお待ちください。 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 




<巧巧インストールソフトウェアの復元〉 

リカバリ 


リわバリ中です。しは’ろく石 1寺ちください。 


経迪時問XX;化" 
巧口時問XX;な;が 


「’军写ジ坛 jlT'il 




〈巧巧インスト—ルソフトウェアの復元〉 
CR (つ7イ JW) 巧巧 


CR 口7イルを巧巧してし巧ず。しばらくお待ちください。 


巧巧時問が;化が 
巧り時問Xもが:が 


ず矿ジを'瓜'II 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章0 Windows を使えるようにする」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 














































BU カバリ=再セツトアップをする 


メモ 


• Windows のセットアップを、[ま芝 PC アプリケーションインス!ラ]画面び表示されま 
す。 

メッセージに従って操作してください。 

詳細について 

「本章 H - の- ■■ アプ U ケーンョンを自動インストールする」 

•一部のアプリケーションは、 U カバ U をにアプリケーションのインス!ルをずる必要びあ 
ります。 

詳細について「本章0-巧]アプ U ケーシヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ樹こ、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


I 脚巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリメニユーについて 

「本項八ードディスクか日 U カバ U をする」の手順13の[初期インストールソフトウェアの 
復元]画面で表示される U カバ U メニューの意味と動作は次のようになります。 

■ ご購入時の：!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻します。 



作成データ’ 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


手順0の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブじ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 一つの 領域になります。その領域 
(□) は「ディスクの管理」か日再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになり 
よ9 〇 

[システム回復オプション]のチェックをはずしてリカバリを行ラと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章 H - H バーティションを設定してリカパ ' U をした場合は」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 

















且リカバリ=再セツトアップをする 


システム回復 
オプション領域， 

作成データ 
設定は消去 


おは;肖去 、 

r 

リカバリ I 

し 


C ドライブ 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプリケーシヨンなどがすべて 
消去された状態になります。 


ヴイズ変更が 
でさる節囲 


パーティションが 
消去された領域 


作成データ’ 
設定は消去 


①[システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 
③に：ドライブのサイズ]でをク U ックしてパーティション （ C ドライブ）のサイズ 
を指定する 

③[なへ]ボタンをク I 」ックする 

手順0の後は r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


团 


リカバリディスクか6リカバリをする 


U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、なのメニューのなかから U カバ U 方法を選択 
することびできます。あ日かじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作できます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプションあり） 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻し、購 
入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。 C ドライブに保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻り 
ますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

■パーティションサイズを指定して復元 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびできます。 C ドライブじ(外の 
八ードディスクの領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 

拉メモ 

• どのメニューを逞択してを、巳ドライブには購入時と同じシステムび復元されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 




















BU カバリ=再セツトアップをする 


QAC アダプタと電源コードを接続する 


リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

U カバ U ディスクのセット『ぃろぃろな機能を使ぉぅ1章0 CD や DVD を使う』 


キーボードの [7 巧キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 


ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴパスワードを入力して圧を竺 J キーを巧してください。 

巨]または巨]キーで CD のアイコンに力ーソルを合わせ、 [ Enter 一 を 
押す 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard] をチェックし①、[巧へ]ボタンを 
クリックする③ 


<復元方法の選択> 

巧元ちぶを還巧してください。 


' [TOSHIBA Recovery Wizard ! 


r システム回復：けシヨン 


ホへ曲 >1よ 


.① 


.② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《おたすけナビ（検索) 
:システム回復オプションで調べる》を参照してください。 


メッセージ画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 































且リカバリ=再セツトアップをする 


画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボ 
タンをクリックする③ 


<復元方;ちの還が> 

な玩モまを還巧してください。 


C 巧期インスト-ル'刀トゥIァのぁ S; I- 

巧期インストールリコトウびをな5します。 


■ A -ドデイスウ上のをデ-如);自モ 

«-ドデイスウ上のをテ I -姑;肖ましまず， 


【[度へ曲> iV 


.① 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消去するためのちの 
です。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上にある、すべて 
のデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について 

「巨章八ードディスクの内容をずべて消去する」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


% 





















BU カバリ=再セツトアップをする 


[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[巧へ] 
ボタンをクリックする② 


<初期インストールソつトウ1アの復元> 
復元ずるお巧を還巧してください。 


广ご巧入時の状 ㈱ こなろ(システム回復オブシヨンあり； 


P !バ-テイシヨンサイズを巧ちだすにお巧 


广バ-テイシヨンサイスを指定して復元 


T ム回復才づ 


HDD のサイフ,; 
亡;ド： K ブのサイス’； 


GB 

「 づ な, 


:戻る瓜 


.り ホへ曲ぃ] 卜 


.① 


.⑤ 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

他のメニューを選択した場合については、巧のページを参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .99 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .100 

•[パーテイションサイズを変更せずに復元]とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域 
を分割している場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U され、それじ(外の領 
域のデータはそのまま残ります。 


U カバ IJ ディスク 


システム回復 
オプション領域 



C ドライブ （ U ) にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、イン 
ス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどび 
すべて消去された状態になります。 


D ( E 、 F …）ドライブ了 


作成データ 
設定はな持 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 


「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


ぶ3 メモ 


[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーテイションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ1」ツールとシステム回復オプションの領域びお保されている 
ため、八ードディスクの]〇〇%を使用することびでさません。 
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買つたとさのが態に戻すには - U カバリ- 





































且リカバリ=再セツトアップをする 


。[次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[なへ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 


<巧期インスト-ルソフトたアの復元〉 
里楠中でず。 


パーテ似ヨンを巧!が化してい^す。しばらくお待ちください。 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 




<巧巧インストールソフトウェアの復元〉 

リカバリ 


リわバリ中です。しは’ろく石 1寺ちください。 


経迪時問XX;化" 
巧口時問XX;な;が 


[”キ;—ジを’化^ 




〈巧巧インスト—ルソフトウェアの復元〉 
CR (つ7イ JW) 巧巧 


CR 口7イルを巧巧してし巧ず。しばらくお待ちください。 


巧巧時問が;化が 
巧り時問Xもが:が 


ず矿ジ既 ITlI 


* 手順0でに購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]を還おした場合は、最初に 
[コピーしています。]画面び表示されます。長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替 
わるまでお待ちください。 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、ディスクを入れ替えるメッセージび表示され、 
ディスクび半分く日い出てきます。ディスクの番号順に入れ替え、[□のボタンをク 
I 」ックしてくださし、。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクび出てさます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 













































BU カバリ=再セツトアップをする 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ勸こ、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


I [巧期インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか bU カバ U をする」の手順〇の脚期インス!ルソフトウェア 
の復元]画面で表示される U カノのメニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ご購入時のげ態に復元（システム回復オプションあり） 

パソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に戻します。 

設定した項目、インストールしたアプ I 」ケー 
シヨンなどびすべて消去された状態になります。 



手順〇の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表おさ 
れます。 


リカバリディスクを取り出す 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について n 章0 Windows を使えるようにする」 

於？ メモ 

• Windows のセットアップを、[ま芝 PC アプリケーションインス!ラ]画面び表示されま 
す。 

メッセージに従って操作してください。 

詳細について 

「本章 B - IjD - KH アプ U ケーションを自動インストールする」 

•一部のアプリケーションは、 U カバ1」後にアプ U ケーションのインス!ルをずる必要びあ 
ります。 

詳細について「本章 0-® アプ1」ケーションを再インストールする」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 





















且リカバリ=再セツトアップをする 


■ パーティシヨンサイズを指定して復兀 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブじ(外の領域区分り（ーティション）と U カノのツールの領域は消去され、]つの領域 
になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、巧びドライブとして 
使用でさるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章 0-1X1 バーティションを設定して U カバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


U カバ IJ ディスク 



.システム回復 


IJ カバ ijI 



C ドライブ 


バーテイシヨンと 
U カバ U ツールが 
ミ肖まされた領域 


サイズ変更び 
でをる範囲 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション （ C ドライブ）のサイズ 
を指定する 

③ じ欠へ]ボタンをク I 」ックする 

手順〇の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


§ 




















3 I リカバリをしたおとは 



買ったときの状態に戻すには IU カバリ— 
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凸リカバリをしたあとは 


1 


Windows セットアップのあとは 


眶■アプリケーシヨンを自動インストールする 

U カバ U をしたときは、 Windows セットアップ後に表おされる自動インス!ル画面の順序 
び、購入時とは一部異なります。 


リカバリ（再セットアップ） 


Windows セツトアップ 


アプリケーシヨンの自動インス!ル 


ここでは、 U カバ U 後にのみ必要な「アプ U ケーシヨンの自動インス!ル」について説明し 
よ9 〇 

[東芝 PC アプ U ケーシヨンインストーラへよラこそ]画面び表示された日、次のよラに操作し 
てください。 

[上記の内容を確認しました。]をチェックし①、[次へ]ボタンをク 
リックする② 

途中でインス I ールを中止したり、インス!ールしなかったアプ U ケーシヨンをあと 
でインストールする場合は、「本節巧]アプ U ケーシヨンを再インストールする」を 
参照してください。 


ち云 PC アブリケーシヨンインストーラ 


，必すち韻みください。 

束ミ PC アブリケーン3ンインストーラは、リカ"リ直僅のみ実行できます。 

そのな、このアプリケーシヨンインストーラはこ‘ほ用できませんので、ここでイシストールされなかった 
アブリケーンヨンをインスト-ルする巧合は、 r アブリケーンヨンの再インスト-ル J をご话巧巧います。 

1 - AC 巧け夕を怯扁したげおでむスト-ルを巧ってくだな、。 

2 - イ：/スト-ル中は、をおを切ホロ、巧おかしをり' スリづ州木止が瓶こしないでください。 

3. すべてのアブリケーンヨンをイシストールする口ま、 30W じ(上かかる巧合があ口ます。 

4.1 つのアブリケーンヨンのインストールに数分かかる巧さげあります。 

ステ—タスを示び巧んでいな0巧合でら、アプリケーンヨンのイシスト-ルを巧っていますので' 
しはらくわ巧ちください。 

5. ア刘ケーンヨンのインストル中はキサン垃レできませんので、完了か它ージがま示されるまで 
わ巧ろください。 


图上記の巧客を谣5しま说。 


みへ» 


.① 

.② 
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インス!-ールを中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
メッセージび表示されます。 


買つたとさ Q 状態に戻すには - U カバリ- 































凸リカバリをしたあとは 


セットアップタイプ 

説明 

標準 

購入時にプレインストールされていたアプ1」ケーシヨン*1 
をインス1ールします。 

コンパクト 

必要最低限のアプリケーシヨンをインストールします。 

カスタム 

自分でインス1-ールするアプ U ケーシヨンを選択でさます。 


ネ1日 ffice Personal 2007 、 Office OneNote 2007 s 日 ffice PowerPoint 2 日日 7 を除く 


I [インストール]ボタンをクリックする 

手順0で「カスタム」を選択した場合は、インス!-ールするアプ U ケーシヨンを選 
択する画面び表示されます。必要のないアプ U ケーシヨンは、チェックをはずしてく 
ださい。インス!-ールするアプ U ケーシヨンを選択後、[インス!-ール]ボタンをク 
U ックします。 

インストールが開始されます。インス!ルび開始されると、中止できませんので、 
よく確認してか日[インストール]ボタンをクリックしてください。 

インス I -ールび開始されてから、インストールの進行状況を示すグラフ表示びち端に 
達すると完了です。[アプ U ケーシヨンのインストールび完了しました。]画面び表示 
されます。 


メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

セットアップ方法を選択する画面び表示されます。 

セットアップ方法を選択する 


更乏 PC アプリケーシヨンインストーラ 


a 语-单 
© 〕シバウト 


) カスタム 


照ちかトア》プ】 

lU 下のアフリケーン3ンがイシストルされます々 

まミ：!-ティリティ 
dynabook フン チタ— 

LaLaVoice 
7フリヴーシヨン 
PC 引坦ナピ 
できるみ nabook 
TVielfliR インタ-ネクト 
はらちゃん 

め函でぞぶ他 ird& Exce I 
トフィルタ- 
まぐ诚 

忙/リンデジタルを国化励じ- mo Navi 
Beat Jam 

ht が Video Win DVD 
Ulead DVD MovieWriter 
ブロバイダー契おのフト 
0DN 


<く戻& 1[イン;トー J レ1[キ V ン t ル 


读示例） 


それぞれの項目の意味と動作は、次のよラになります。 



買ったとさのが態に戻すには—リカバリ— 


3 




























凸リカバリをしたあとは 


ノ（ーテイシヨンの設定を変更して U カバ U をした場合は、 U カノ （ U 後すみやかになの設定を 
行ってください。 




パーテイシヨンを設定するにあたって 


Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ュームびないプライマリパーティシヨンび 
表示されます。このバーティシヨンには U カバ1」（再セットアップ）するためのデータび保存さ 
れていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はでさなくなります。 


コンピュータの管理者になっているユーザアカウントで□グオンする 
Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
0 [ システムとメンテナンス] 一[«1]管理ツール]をクリックする 
m [# コンピュータの管理]をダブルクリックする 

左画面のディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 


[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 


[完了]ボタンをクリックする 

パソコンび再起動し、アプ U ケーシヨンのインストールび終了します。 

メモ 

•「ま芝 P 巳アプ U ケーシヨンインス!-―ラ」は、 U カバ U や Windows セットアップの直後し U 
外では使用しないでください。 

Office Personal 2007 、 Office OneNote 2007および Office PowerPoint 
2007は、しソ上の手順では復元されません。付属の CD - ROM で再インス!ルして 
ください。 

詳細について r 本節团 Office 製品を再インストールずる」 


m 


ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーティションの設定を変更して U カバ U をし 
た場合のみ、 r 本項-パーティションを設定する」の操作を行ってください。 

■パーテイシヨンを設定してリカバリをした場合は 


買ったとさの状態に戻すには—リカバリ— 〇 





















凸リカバリをしたあとは 


0 表示されるメニューか5惭しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウィヴー円び起動します。 

[巧へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

次の項目を設定します。 

-ボ I 」ュームサイズ 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-フオー マット 
-ファイルシステム 
- ア□ケーションユ ニッ トサイズ 
-ボ U ュームラべル 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

■ヘルプの起動 ■ 

①メニューパーから[ペレスー[トピックの検蔚をク U ックする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス I -ールすることびできます。 

Office 搭載モデルのぴ fice Personal 2007 、 OneNote 搭載モデルの Office OneNote 
2007および PowerPoint 搭載モデルの Office PowerPoint 2007は、 U カバ U 後に付属の 
CD-ROM で再インス!ルする必要びあります。「本節团 Office Personal 2007、 

Office OneNote 2007を再インストールする」を確認してください。 

■が要なちの 

•『準備しよラ』（本書） 

また、本書の説明の参照先として、《おたすけナビ》ちあわせてご覧ください。 

アプ U ケーシヨンによっては、再インス!-ール時に ID 番号などび必要です。あらかじめ確認し 
てから、再インス!-ールすることを推奨します。 

同じアプ U ケーシヨンびすでにインス!ルされているときは、コント□-ルパネルの「プロ 
グラムの追加と削除」または各アプ U ケーシヨンのアンインス I -ールプ□グラムを実行して、 
アンインストールを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインス!-ールび実行でさないアプ U ケー 
シヨンは、上書きでインストールしてち問題ありません。 

「プ□グラムの追加と削除」について《おたすけナビ（検索）：アプ U ケーシヨンの追加と削除》 


ンを再インス I ^ールする 


アプ U ケーシ 





買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 












凸リカバリをしたあとは 


n 操作手順 

H [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

^3 [セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバのセットアップメニュー画面び表示されます。アプリ 
ケーシヨンやドライバのセツトアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれてい 
ます。 



初めて起動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク U ックして 
再インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ I 」ケーシヨンの一覧び表示されています。 

_画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

Q 画面左側のアプリケーシヨン名を選択し①、画面ち側の rxxx のセッ 
トアップ」をクリックする③ 

rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。選択したメニューによっては別の言葉 
び表示されます。 

_説明文の下の青い下線の引かれている言葉をク U ックしてください。 

Q 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、「実行」ボタンをク U ックして 
ください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


§ 






























凸リカバリをしたあとは 


Office 製品を再インストールする 


* 〇讯 ce 搭載モデル、 OneNote 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの rwordj や表計算ソフト 「 Excel 」 を使いたい場合は Office Personal 
2007をインス I ルする必要びあります。 

メモソフト 「 OneNote 」 を使いたい場合は Office OneNote 2007を、プレゼンテーシヨン 
ソフトロ owerPoint 」 を使いたい場合は Office PowerPoint 2007をインストールする必 
要びあります。 

ここでは 、 Office Personal 2007 、 Office OneNote 2007および Office PowerPoint 
2007を再インス I -ールする方法を説明します。 

■必要なちの 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 

「 Microsoft ® Office Personal 2007」一式 
「 Microsoft ® Office OneNote ® 2007」一式 
riVlicrosoft ® Office PowerPoint ® 2007」一式 

再インス I ルした場合、ライセンス認証び必要になります。 

I 再インストール方法とセットアップ方法 _ 

詳細は、 『 Microsoft ® Office Personal 2007スタートガイド』、 『 Microsoft ® Office 
OneNote ® 2007スタートガイド 』、 『Micros oft ® Office PowerPoint ® 2007スタートガ 
イド』を確認してください。 

■ Off ice ナビの場合 

「 Microsoft ® Office ナビ2007」は、アプ U ケーシヨンの再インストールか日再インス! -- 
ルします。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの巧インス 
I ール]をク I 」ックする 

② 比ットアップ画面へ]をク U ックする 

③ [ Windows 関還タブをク U ックする 

④ 画面左側の [ Microso け Office ナビ200 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセッ 
トアップする 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 











凸リカバリをしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアか 
らデータを読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元に、 
ちラ]度設定し直してください。 

■[ドキュメント]、[お気に入り]の データ 

八'ックアップをとったデータを利用することびでさます。 

《おたすけナビ（検索）：ファイルを違ラフォルダにコピーまたは移動する方法/「お気に入り」 
のバックアップ手順》 

■ Windows メールの データ 

•メールアカウント •メール送受信データ 

•メールフォルダ •メールアドレス帳 

バックアップをとったデータを 、 「Windows メール」で読み込んでください。 

《おたすけナビ（検索）：メールのバックアップ手順》 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは 『 MS-IME のへ ルスを確認してください。 

■ その他のファイルやフォルダなど 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

など 

バックアップした外部記憶メディアか日、バックアップをとったデータび保をされていた場所 
に、データをコピーして復元してください。 

アプ U ケーシヨンによってバックアップ方法や復元方法び用意されている場合は、その方法に 
従って復元してください。詳しくは、アプ U ケーシヨンのヘルプを参照してください。 
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■ デイ y — ケアとアフターケア 

-廃棄と譲お- 

この章では、 パソコンの曰ごろのお手入れや、保守や修理に関するこ 
とを説明しています。 

バッテリの廃棄やパソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて知っておいて欲しいことを説明しています。 

1お客様登録の手続き . 110 

2日常の取り扱いとお手入れ . 112 

3アフターケアについて . 11巨 

4捨てるとき/人に譲るとき . 118 












東芝では、お客様へのサービス-サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 


詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧くださし、。 
https://room 1 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 



お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-「おたすけナビ」か5のご登録ち法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。すでにインター 
ネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの方法です。 

■方法2-インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録巧のホームページにアクセスしていたださます。 
すでにインターネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの 
方法です。 

登録用ホームぺージ： http://rooml 048 .jp 

■方法3 -インターネットにすぐに接続されないお客様 

まだインターネット接続の予定びないかたは、『お客様登録カード』（はびさ）で仮登録を行っ 
てください。後日インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必要びあります。 

インターネット接続《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》 

商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」と「方法3」を紹介します。 


〇まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用者（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
占 9 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーヴの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 
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D お客様登録の手続を 


ur おたずけナビ J からのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、「おたすけ 
ナビ」か 5 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあいだの通信料 
金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あ日かじめご了承ください。 

反 f メモ 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、吕〇〇スティックの利用を確認する 
[ま芝 dynabook をご利用の皆様へ]画面び表おされます。 

goo スティックを利用する場合は、[利用規約を表示]をクリックし、利用規約を確認したあと[便利 
な旨□□スティックを利用する]をク1」ックしてください。 

利用しない場合は、巧 ij 用しない]ボタンをクリックし、あとで目00スティックをアンインス!ルし 
て < ださい。 

デスクトップ上のをクリックする 

「おたすけナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（(^)一 [おたすけナビ]をク U ックして起動することもできます。 

[東芝お客様登録 ;I ( Ow がが ) をクリックする 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 
iu 降は、画面の指示に従って操作してください。 

デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（適）をダブルク U ックして、[「お 
客様登録」のお願い]画面を表示することちでさます。 


D インターネットにずぐに接続されないお客様 

付属の『お客様登録カード』（はびき）に必要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 

東芝 TID 事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録用の「仮パスワード」をはびきにて通知い 
たします。はびき通知後、インターネットから TID をご登録ください。 

TID はインターネットか日のご登録受付になります。 

• 巧]めて TID をご登録される方 

インターネットに接続されたときに、 rhttp :// room 1 □48. jpJ にアクセスし、[「お客様番 
号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通知はびさに記載されている「お客様番号」 
と「仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 

• ずでに他商品で TID を取得された方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// rooml 048. jp 」 にアクセスし、 
rRooml 04 引に□グインしたあと、[登録情報変更]一[八ガキを受け取日れたお客様] 
を選択してください。 
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曰常の巧り巧いとお手入れ 


A 迂后、 

•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切 b ずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 


機器への強ぃ衝撃ゃ外圧にっぃて 

あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


日常の取り扱いでは、巧のことを守ってください。 

眶■パソコン本がおよび付属品について 

•『安むしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コードを使用す 
るときに守ってほしいことび記述されています。 

あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

• 機器の巧れは、柔日かくきれいな乾いた布などでふき取ってください。巧れびひどいときは、 
水に浸した布を固くしぼってか日ふきます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラさんなどは使用しない 
でください。 

•薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

•使用でさる環境は次のとおりです。*' 

温度已〜3已で、湿度2□〜80% 

*] 使用環境条件は、本製品の動作をな証する温湿度条件であり、性能を保証するちのではありません。 
•落としたり、衝撃を与えないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

• 水をかけたり、湿気の多いちのの上に置かないでください。 

•分解しないでください。 

• なのよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温またはほ温になる場所/急激な温度変化のある場所（結 
露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ U のをい場所/振動 
の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況により発熱 
しているだけで、故障ではありません。 

•ケーブル類は折り巧げたり、卷さ付けたりしないでください。故障の原因となることびあり 
ます。 

•電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、プラ 
グにホコ I 」びたまることびあります。定期的にホコ I 」をふさ取ってください。 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


B キーボード 

柔らかい乾いた素材のきれいな布でふいてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってふきます。 

キーのすさまにゴミび入ったとさは、エアーで吹さ飛ばすタイプのク U —ナで取り除さます。 

ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してから、購入店、または保守サービスに 
相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとノ（ッテ U パックを取り 
はずして、購入店、または保守サービスに相談してください。 

MM タッチパッド 

乾いた柔らかい素材のされいな巧でふいてください。 

巧れびひどいときは、水かめるま湯に浸した布を固くしぼってか日ふきます。 


£■ 液晶ディスプレイ 
液晶ディスプレイの取り扱いについて 


液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、：欠のことを必ず巧つてください。 

•液晶ディスプレイ表面を巧さないでください。 

•液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでください。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディスプレイを閉じないでください。 
•液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを巧さえゆっくり開閉してください 
(無理な力を加えないでください)。 




画面のお手入れ 


1画面の表面には偏光フィルムび張られています。このフィルムは傷つさやすいので、むやみ 
に触れないでください。 

表面び巧れた場合は、柔日かくされいな巧で軽くふさ取ってください。水や中性洗剤、揮発 
性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないでください。 

‘無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してミ主入してあります。強い力を加える 
と配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあります。また、ガラス板 
を破損するおそれちあります。 

1水滴などび長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐにふさ取ってください。 
ふさ取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 
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B 曰常の取り扱いとお手入れ 


U 指紋センサ 

指紋センサ表面び巧れている場合には、認識率び低下する可能性びあります。眼鏡ふき（ク 
U —ナーク□ス）などのきれいな柔日かい布で軽くふき取ってか日お使いください。 

指紋センサ表面を強くこす日ないでください。また、洗剤などは使用しないでください。故障 
するおそれびあります。 


mm CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、データ 
を保護するためにち、巧のことを必ず守ってください。 

•傷、巧れをつけないよう、取り扱いには十分にごミ主意ください。 

• CD / DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読み込むこ 
とびでさなくなります。 

• CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に置かない 
でください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

• CD / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つようにしてください。 
データ記憶面に指紋をつけてしまうと、正確にデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とちにラベルを張らないでください。 

• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD のレーベル面に文字などを書くときは、油性のフェルトペンなどを使用してくだ 
さい。ボールペンなどの硬いちのを使用しないでください。 


I 残像防止にっぃて _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表示び残るこ 
とびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消され 
ますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間 
表示するよラな使いかたは避けてください。 

また、巧の機能を利用すると、残像防止びできます。 

• スク I 」ーンセーバーを設定する 

スク U —ンセーパ'—の設定 『Windows ヘルプとサポート』 

•「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を設定する 
mm ' 電源オプション《おたすけナビ（検索）：省電力の設定をする》 

I 表示にっぃて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作日れております。非点灯、常時 
点灯などの画素（ドット）びを在することびあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上で 
す。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示巧 
能なドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によって色む5や明るさのむらび見え 
3る場合びあります。これ日は、故障ではありませんので、あ日かじめご了承ください。 


デ V リ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 


4 












Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


* CD / DVD び巧れたりホコ U をかぶったりしたときは、 
乾燥した清潔な巧でふさ取ってください。ふさ取りは 
円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むから 
外側に向かって直線状にふくようにしてください。乾 
燥した布ではふさ取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
日せた巧を使用してください。ベンジンやシンナーな 
どの薬品は使用しないでください。 
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本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用 
環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 ] 曰に約8時間、 
] 力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無 
料修理をお約束するちのではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の 
保証期間内でち部品交換（有料）び必要となります。 

■対象品名 

本体液晶ディスプレイり、八ードディスクユニット、 CD/DVD ドライブが、フ□ッピーディス 
クドライブ*2、キーボード、タッチパッド、マウス*3、冷却用ファン、ディスプレイ開閉部 
(ヒンジ） *4、 AC アダプタ 

* 1工場出荷時か6画面の巧るさび半;威するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび巧象です。 

*3 付属しているモデルび巧まです。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 

社団法人電モ情報技術産業協会 r パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http :// it ' jeita ' o 「' jp / pehnfo / committee / pc /0 已 OSparts / index'html 



■バッテリパック 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ I 」パックと交換してください。 

別売りのバッテ U パックと交換する前に、必ず指定の製品煙衝を確認してください。 
バッテ U バックについて『いろいろな機能を使おう4章!!バッテ U につし、て』 


3 I アフターケアについて 



保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保守-修理に出す前に、作成したデータの他に;欠のデータのバックアップをとってください。 


* メール •メールのアドレス帳 ■ U カバ U (再セットアップ）ツール 

* インターネットのお気に入り •自分で作成したデータ など 

操作方法については、「4章大切なデータを失わないために」を確認してください。 


ち寿命部品について 


呆巧サービスについて 
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H アフターケアについて 


I 付属品について _ 

付属品（バッテ U パック • AC アダプタなど）については、「東芝パソコンシステム•オンライ 
ンショップ」でご購入いただけます。 

■東芝パソコンシステム-オンラインショップ 

TEL : 043-277 -已02已 

受付時間：]ひ00〜] 2:001 3:00-1 7:00 

(± •曰-祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

I 巧巧部品（捕修用性能部品）の最ほ巧ち巧巧 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 

本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か日己年己力月です。 







mm お客樣登録の削除について 


• ホームページか日削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこち日か日お願いします。 

① インターネットで rhttp ://「 oom ] 048 . jp 」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをク I 」ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 ロボタンをクリッ 
クしてください。 

③ [ま芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用 ページに □グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、商品削除を行っ 
てください。 

※下のを退会されますと、 「 Shop ] 048」での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

r 東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0570-09-1048 

受付時間：10:00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い合わせ窓口 
です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことび 
でさますび、商品の削除びでさませんので、その場合は東芝 ID 事務局までお電話でご連絡くだ 
さいますようお願いいたします。 

• 詳しくは、なのホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 



4 I 括てるとを/人に譲るとを 


デ VUI ケアとアフタ—ケア— 廃棄と譲渡— 
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□ 捨てるとき/人に譲るとき 


八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの U カバ U ツールまたは作成した U 力 
パ ' U ディスクを使用します。 

八ードディスクの U カバ U ツールを使用すると、八ードディスク内のデータはすべて消去され 
ますび、 U カバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスク内のデータと共に U カバ U ツールち 
消去されます。 

ここでは、八ードディスクの U カバ U ツールか日行う方法を例にして説明します。 U カバ U 
ディスクか日行う場合は、手順 D の前に U カバ U ディスク（ディスク 1) をセットしてくだ 
さい。 


Q パソコンの電源を切る 
Q AC アダプタと電源コードを接続する 


キーボードのの（ゼロ）キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 


メッセージ画面び表示されます。手順0に進んでください。 

■ リカバリディスクをセツトしている場合 


キーボードの f じキーを巧しなび5、パソコンの電源を入れます。 


その後、 g またはキーで CD のアイコンに力ーソルを合わせ、 厅が e り キーを巧し 
てください。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。 


ユーヴパスワードを入力して Enter キーを巧してください。 


[復元方法の選択]画面び表示されます。 


A - ドディスクの内容をずべて消去ずる 


パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのようなことびできないように、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見日れた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 


、 


、 




• システム回復 
オプション領域 


八ードディスクの 
データをすべて 
消去 


(八ードディスクの U カバ U ツールを使用する場合） 

なお、八ードディスクに保をされている、これまでに作成したデータやプ□グラムなどはすべ 
て消失します。これ日を復元することはできませんので、ミ主意してください。 

I 操作手順 



デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 
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凸捨てるとき/人に譲るとき 


P [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、[巧へ]ボタンを 


クリックする② 


<復元方法の還択〉 

復元でぶを還巧してください。 


(• [TOSHIBA Recovery Wizard 


’システム励まオブシヨン 


次へ(曲 >]k 


.① 


.② 


I 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《おたすけナビ》を参 
照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


H [八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、枚へ]ボタ 
—ンをクリックする③ 


<復元でまの遲択> 

おちぶを選巧してください。 


’ネの巧インストールソつトウ I アのな元 

巧巧インストールソフトウェアをお元しまず。 


' A —ドデイスウ上の全データの;目モ j— ^ 
イ、ードデイスウ上の全データを消去しまず。 


Q 巧へ化ぃ化 


I ① 


.③ 


消去ち法を選択する画面び表示されます。 


Ihvu — ケ「ノ妾つ夕—ケ「ノ-廃棄と讓- ^ 









































□ 捨てるとき/人に譲るとき 


目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、じ夕へ]ボタンをクリックする② 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください。 
数時間かかりますび、データは消去されます。 


リトドディスウ上の全デー々の消モ> 
巧ちちるを選巧してくださ0。 


ヴ 镇戦::踰'隱 


■ 保をデ—如)消去 


このブ日たスは、ハードデイスウのサイプによって、 B 寺巧びかか0ます。 


:戻る曲り巧へのぃ■卜 


.① 


.③ 


[八ードディスクの内容は、すべて消去されます。]画面が表示されます。 

[次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 
[なへ]ボタンをクリックすると、消去が実行されます。 

消去中は、次の画面が表示されます。 


りトドディスク上のをデータの消去> 
デーみが肖去 


y 、- ドデイスウのデ-贿;肖まやです。しばらくお待ちください。 


経遇時巧 xx ： xx：xx 
巧り時巧け: XX :か： 


I - キ-朽拭-り I 


消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

。[終了]ボタンをクリックする 

U カバ U ディスクから行った場合は、自動的にディスクび出てきます。 U カバ U ディ 
スクを取り出してください。 



デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 
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ご使用にあたってのお願い 









■1 卜削巧た。でのぉ願ぃ 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや巧っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 

urpc 弓腿ナビ J について 

I 前のパソコンの動作原境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたつて _ 

• 「2章 D - ミ主意制限事項を確認する」を参照して、ミ主意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

• 口 C 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己瓦000ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


インターネツトとメールにごいて 



• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。モジュラーケーブルは、アナ□グ電話回線 
専用です。 LAN コネクタには接続できません。 


• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、ノ（ソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] 00 BASE - TX 規格は、カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上の 
ケーブルおよびコネクタを使巧してください。 

10 BASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) じ(上のケーブルび使用できます。 



•モジュラーケーブルは市販のちのを使用してください。 


• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを弓 I っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モジュラージャックび 
破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ通信や他の 
機器の動作に悪影響を与えることびあります。 

•回線切換器を使用する場合は、両切り式のちの（未使用機器か日回線を完全に切り離す構造 
のちの）を使用してください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm ウイルスチェック • 七キユリテイが策にごいて 
圓ほ用するにあたって _ 

• ウイルスチェックソフトびあ日かじめインス I -ールされていますび、ご使用になる場合には 
必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 

■本製品に添付されている「マカフイー•インターネットセキュ U テイ」は目0日間の使用期 
限びあります。使用期限び切れた後は、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

•市販品や異なるウイルスチェック/セキュ U テイ巧策ソフトをインス I -ールする場合は、す 
でにインストールしているウイルスチェックソフトをすべてアンインス I ルしてか日行っ 
てください。 

• Windows ファイアウォールと、「マカフイー•インターネットセキュ U テイ」のセキュ U 
テイ機能（ファイアウォールなど）び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなど 
び正常に動作しない場合びあります。 ] つのセキュ U テイ機能のみ有効にしてください。 

Windows ファイアウォールについて 

《できる dynabook レッスン27 (第4章）ウイルスや不正アクセスか5バソコンを巧るには I 》 

ウイルスチェックソフトのセキュ U テイ機能につし、て 

「マカフイー-インターネツトセキュリティ」のヘルプ 


Kin - フィルタ ー4 J について 

I ほ用期限について _ 

•本製品に添付されている n - フィルター4」は、初回起動時より目0日間の使用期限びありま 
す。期限び切れてしまうと、フィルター機能（有書サイトのアクセス制限機能）び切れます。 
使用期限び切れたあとち継続して使用するためには、インターネットでユーヴ登録とシリア 
ル ID を購入してください。手続きは、 n - フィルター4」設定画面の[継続利用]ボタンをク 
U ックして表示される画面か日行うことびできます。 


^9バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴ名び U カバ U 後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びありま 
す。 U カバ U をする前にユーヴ名を控えてください。 

U カバ U 「已章買ったとさの状態に戻ずには」 

•八ードディスクや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障び起きた場合や、変 
化/消失した場合に備えて定期的にノ（ックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクや外部記憶メディアに保をした内容の損書については、当社は一切その責任 
を負し''ません。 















D ご使用にあたってのお願い 


■ aCD / DVD にデータのバックアップをとる 
I CD / DVD に書き込む前こ _ 

CD / DVD に書き込みを行ラときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでください。 
CD / DVD に書さ込みを行ラときは、巧のミ主意をよく読んでから使用してください。 

巧らずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•書さ込みに失敗した CD / DVD の損書については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、 CD / DVD に保をした内容の損書および内容の損失-消失によ 
り生じる経済的損害といったが生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

• CD / DVD に書き込むときには、それぞれの書さ込み速度に対応したメディアを使用してく 
ださい。 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + 刊こ書き込むときには、それぞれの規格に 
準拠したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 

CD / DVD について『いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD を使う』 

• ノ（ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、ノ（ッテ U の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンや再起動を実行しないでください。 
mm - 省電力機能について《おたすけナビ（検索）：省電力の設定をずる》 

•巧におすような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーション 
-モデムなどの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続などの八ード 
ディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にある 

データを書さ込むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書 
さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

• [TOSHIBA Disc Creator 」 を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD-Audio 

を作成することはできません。 

• 書さ込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書さ込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 








D ご使用にあたってのお願い 


•著作権保護されている DVD-Video を 「TOSH 旧 A Disc Creator」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

• noSHIBA Disc Creator] をイま用して CD-ROM、CD-R、CD-RW か bDVDRW、DVD- 
R、DVD+RW、DVD+ 刊こバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc CreatorJ をイま用して DVD-ROM、DVD-Video、DVD-RW、DVD-R、 
DVD+RW、DVD+R か日 CD-R、CD-RW へバックアップを作成することはできません。 

• [TOSHIBA Disc Creator] を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD-RVV、DVD-R、DVD+RW. DVD 十 R のパ'ックアップを作成でさなし、こ 
とびあります。 

I 書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書を込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

mm 周辺機器について『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 

•パソコン本体か日携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

• [TOSHIBA Disc Creator] では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

;欠の手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] -に D&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc 巳 「eato「」 の [Startup Menu] 画面び表示されます。 

② [データ CD/DVD 作成]をク U ックする 

③ メインウインドウで驗茵をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD/DVD 設定] 
をクI」ツクする 



[データ CD/DVD 設定]画面び表示されます。 


④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 
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D ご使用にあたってのお願い 

mm 日常の取り巧いとお手入れについて 

I 機器への強い衝撃やか店について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 








をぐいん 



ADSL 接続 . 已3 

CD の取り扱い . 114 

DC IN LED. 37 

dynabook ランチャー .29 

DVD の取り扱い . 114 

i- フィルター . 己7, ]2已 

LAN ケーブル . 已2 

PC 引越ナビ . 42,124 

Power LED. 37 

Product Key. 12 

TOSHIBA Disc Creator.7 已 

TOSHIBA Recovery Disc Creator ... 80 

Windows セキュ U ティセンター . 已白 

Windows のセットアップ . 18 

Windows メール . 已已 

Windows □グオンパスワード . 21 



アプ U ケーシヨンの再インスI ル ...] 〇已 



インターネット . 124 
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内蔵モデム . 已3, ] 24 


内蔵モデム . 已3, ] 24 


A 


A - ドディスクの内容をすべて消去する 

. 119 

八イブ I 」ッドス1」ープ . 32 

パーテ ィシヨン . 104 

パスワード . 21 

パソコン本体の取り扱い . 112,128 

バックアップ . 70,126 

日付と時刻の確認 . 30 

表示について . 114 

ブ□-ドバンド接続 . 已] 

プ□バイダ . 已〇 


ブ□-ドバンド接続 . 已] 

プ□バイダ . 已〇 



マカフィー-インターネットセキュ I 」ティ 
. 61 



メール . 124 


ダイヤルアップ . 

タッチパッドのお手入れ. 

ディスクの管理 . 

電源コードと AC アダプタを接続する.. 

電源を入れる . 

電源を切る . 

東迸 D . 

東芝 PC アプ U ケーシヨンインス!ラ 



モジュラージャック . 已4 


モジュラージャック . 已4 

有寿命部品 . 116 

U カバ U . 84, 89 

U カバ U チェックシート . 136 

U カバ U ディスク . 80, 94 

UU - ス 情報 . 9 
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リカパリ（再セットアップ) 
チェックシー ト 


U カバ U は、本ページをコピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなびら実行してく 
ださい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、 r 已章買ったときの状態に戻す 
にはーリカバリー」で説明しています。 


Mm リカバリをする前にお認すること 


□ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□他のトラブル解消方法を探してみる 

『いろいろな機能を使おう已章バソコンの動作がおかしいとさは』 


B ) リカバリをはじめる前にしておくこと 


□① 準備ずるちの 

□『準備しよう』（本書） □『いろいろな機能を使おう』 

□この U カバ U チェックシートをコピーしたちの 
□ U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクか bU カバ U する場合） 

□ ② 必要なデータの J 〇ックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U をすると、購入 
後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保ちしたデータ 

□インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□プレインス I ルされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 

□購入後にインス I -ールしたアプ I 」ケーシヨンのデータ 

□購入後に作成したフォルダやファイル 

バックアップについて「4章大切なデータを失わないために」 

□③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

「Microsoft Office 」 や、購入後にインストールしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U 後 
にインストールする必要びあります。 U カバ U した直後は、お客様びインストールしたソフ 
卜などは復元されません。ご購入されたメディアなどか日再度インス I -ールしてください。 

□④ 各種設定を確認ずる 
□⑥あ日かじめ、音量を調節する 

U カバ U 後、 Windows セツトアップび終了するまで音量の調節びできないためです。 


□⑥ 周辺機器をすべて取りはずす 


Km リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） □アプ U ケーシヨンのインストール 

□ Office 製品のインス I ル 

□周辺機器（マウス-メモ U • プ U ンタなど）を取り付けて、設定する 
□インターネットの設定 □ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update □データの復元やメールの設定 
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is ,。 課離 I 麵驢識讓齡謹譜 f におりまず。 


東ち PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 


技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

全国其通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043 -2 日 8-878 日（通話料お客様負担）にお問い合ね 
せ < ださい。 

技術相談窓□受付時間：日： 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00-22 : 00 (年ホ年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http://dynabook.eom/assistpc/repaircenter/i repair.htm 

V _ ) 


お問いをわせの詳細につきましては、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 

. 本書の内容は、改善のため予告なしに変更することびあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 

■落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたします。 

東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 
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